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この書を読むために
1.研 究の趣旨
この研究は， 1"学力之教育条件ならびに学習指導に関する研究」の一環とし
て取り上げたもので，比較的資料の整っている昭和30年度~昭和34年度の本県
公立高等学校進学学力検査問題とその結果を分析・検討することによって，問
題をみいだし，学習指導上留意すべき諸点を述べて，参考に供しようとするも
のである。
ところで，進学学力検査の結果から，木県中学校生徒の学力の金ぼうをは揮
することは，困難であることはいうまでもないが，この問題の作成にあたって
は，高校入学者選抜の資料とするというだけでなく，中学校教育を正常に助長
発展させようとするねらいも含めて.関係者が心血を註いで作成したものであ
りp 受検する生徒も自己の将来に運命をかけて真剣に解答したものであるか
ら，中学校生徒の学力の実態主その問題点を探求するための貴重な資料となる
ことは疑う余地がない。また，生徒の学力を向上させるには，行政施策によっ
て教育諸条件を整備・充実する必要のあることはいうまでもないが，同等と思、
われる条件のもとでも，基本的には教師の指導力いかんによるところがきわめ
て大きいようである。同じ教材を同じ生徒に指導する場合にも，その方法にか
なりの優劣があろうから，学習指導法の改菩によって，よりいっそう生徒の学
力を向上させることができるのでなかろうか。
上述の資料に基づいて生徒の学カの実態をは握し，それを手がかりと して，
学習指導上改善すべき留意点を指摘じようとする場合に，この研究の手法とし
て，笑証的な聞が伴ないにくかったために，決定的な断定や表現をすることが
はばかられる部面が多分にでてくるのはやむをえないととかもしれない。従っ
て可能性を示したり，単に推定の域を出ないで終る傾向が多かったし，また，
それらも研究者の独断にすぎるきらいが少なくない。そこで，本研究ではこの
ようなもろさをじ，うぶん補なう意味で，長年教育の実践の場において研究を
積まれ，練達の技能をもって指導にあたっていられる中 ・高校の教師と指導主
事からも参加していただいて，実践に裏づけられた貴重なご意見や，具体的な
方法をできるだけ盛り入れることにつとめた。
この紀要は，このように「学力と学習指導の関係」を究明しようとする研究
の中間報告的なものであるがp 多少なりとも教育笑践のうえに参考となれば幸
いである。
2. 保健体育科の学力
「学力」とは何か。殊に，保健体育科の 「学力」とは，どのようなものをさ
すのであろうか。というような「学力」についての概念や構造，その形成過程
などがはっきりとは握されないかぎり，学習計画の松f立や学習指導，評価や診
断などにおいても，その出発点なり根拠がきわめてあいまいとなる恐れがあっ
て，じ。うぶんな成果を期待することができないのでなかろうか。ところがp
この 「学力Jについては，いまのところじ申うぶんに解明しつくされていると
はいえないし われわれもまた，その真髄をつく研究の段階に至っていないた
めにp 決定的なことを述べることができない。けれども，この研究の基本的な
態度を明確にすることからも，おおかたのご批判を仰ぐ上でも必要と思うの
で， i学力Jについての基本的な考え方・とらえ方などを述べておきたい。
(1) 虫学 力の意味
学力は広狭二様の使い方をされるようであるが，ここでは，教科学習をとお
して高められたり，獲得されたりするものという限定した意味でとらえてい
る。
「学力という語を文字どおりに解すると"学ぶカ"の意と"学んだ力"の二
つの意味があり，前者は経験が加わることによって漸次展開されてゆく可能性
を意味し，後者では，展開された結果，すなわち習得された力を意味してい
る。」一一〈広島大学教授三好稔氏〉
「学カはつぎの二つの視点から考えられる。すなわち第一は，すでに成就し
た終局的所産としてみるのであり，第こには，現在進行中の教育過程の質的部
面としてみられ，経験の操作・統制 ・内容に関Lている」一一(・ホプキシス
Hopkins， L.T.) 
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これらの説からも明らかなように，学力には結果と過程の二つの意味が含ま
れているし，また 「カJということが当然方向と強さを持つ概念である以上，
学力は決して固定的なものではなし融通に富むプロセスとしてみることも可
能であるし，しかも，不断に高め ・深められ，拡充されるものであることを意
味するものと思われる。
(2) 学力の観点
学カを内容的には握するには，いろいろなみかた ・とらえ方があるであろう
が，※教育診断法一学力の診断編ーーの中ではつぎのような観点があげられ
ている。〈※阪木一郎・佐藤正・品川不二郎編 牧欝庖発行〉
イ 歴史的・社会的観点
ロ 心理学的観点
前者では，学カが社会に対してどんな機能をもっているかという点からなが
め，何が霊要な学力であり，何が指導されなければならない学力であるかは，
時代と之もにまた社会によって変化するという考え方に立っている。このこと
は，教育に対する根本的な観点でもあってきわめて重要であるしどんな学力
を重視して教育すべきであるかを明確には揮することができる。
後者では，歴史的・社会的観点から今日の学力としての存在価値を認められ
たものについて，その構造・発生条件などを究明し，指導の方法や技術を生み
出そうとするもので，効果的な学習指導を行なおうとする場合に欠くことので
きない観点である。
(紛 学力分析の立場
以上のように，二つの観点からみもびき出された学力を吟味し3 さらに介析
して学習指導や評価に役立てようとする場合に，どのような原理や分類による
べきであるかは異論の多いところであろう。 生徒指導要録の中にあげられてい
る学習の記緑における各教科・科目ごとの観点をみても，統ーした原理や見解
によるものではないようである。それでは，どのような立場によるのがもっと
も妥当なのであるうか。このことについて，前述の著書一一学力の診断編ーー
では，つぎの二つの立場を強調している。
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その一つは，経験領域による分析の立場であって，その経験内容(あるいは
学習内容，または教材内容〉によって分析されるもので，たとえば音楽では歌
唱 ・器楽・作曲と分け，国語では開く ・話す ・読解・作文 ・書写とし，体育で
は走・跳 ・投などに分けるものである。
他の一つは，能力概念による分析の立場であって，学力を理解・知識・技能
.態度・思考・鑑賞などと分けるものである。
そじて，との二つの立場はそれぞれ独立したものではなくて，互いに関連し
て用いられることによって，その機能をじ申うぶんにはたすものである。たと
えば.経験領域によって分けた走力について，さらに理解・技能 ・態度などに
分析して指導したり評価する必要がある場合もあろう。このように考えてくる
と，これら二つの立場は並列的なものではなく，むしろ層序的なものというほ
うが正しいようである。すなわち，経験領域による分析が先で，能力概念によ
る分析が後である。従って，学力の最終分析はこのうちで能力観念による分析
に求めるのが妥当であろう主考えられる。
怜) 保健と体育との関連
保健体育科においてはp 保健と体育という異なった分野を総合しているの
で，これらについての観点や立場はおのずから違ったものがあろう。しかし
共通するいろいろな部商をもつことも，相互関連的な指導をしなければならな
いことも見逃せないことである。そこで，まず保健と体育との関連について，
常識的かもしれないが述べておく。
この二つの分野は，それぞれに異なった概念によって区別されるのが普通で
ある。体育は，価値によって選択され，適正な方法によって遂行される身体活
動の潜在的な可能性に期待して，身体をも含めた理想的な人聞を育成しようと
するものであって， 教育一般のねらう目的を達成しようとしている。一方，保
健は，健康という教育目標を主として個人および集団の保健に闘す'る知識を内
容として持つことによって達成しようとするもので，その目的とか目標におい
て共通する部面を持ちながら，そのスコープにおいて大きな隔たりがみられる
し，内容の取q扱いにも実践を主とするものと，実践をねらいながらも知的な
側面を重点的に取り上げている違いがみられる。休育では，主として方法的で
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あるのに対して，保健は目標によって規定された教育の一分野であるというこ
とができょう。
しかし，保健を含んだ健康教育を考える場合には，その内容として保健はも
ちろん， いわゆる健康管理，ヘルス・サービス，健康指導，体育運動などが総
令されてはじめてその目的を達成するものであるから，方法としての体育は，
健康という自擦を達成するための重要な一面を担当するととになる。また，体
育では，.その目的を達成するにあたって，健康・安全の面を強調しなければな
らない。
このようにみてくると，この両者は概念において異なったものではあるが，
そのねらいには共通する部面が多分にあるので，むしろ相互の関連をはかり，
一体として指導するのが能率的であるという部面があるのでなかろうか。
(5) 体育における技能
「体育は，身体活動をとおしての全人としての人聞の教育である。 j-
(JII村英男著体脊j原理) ["イ 心身の健全な発達の促進と活動力の向上 ロ 運
t動技能の獲得と運動の生活化ハ責任や協同などの社会生活に必要な態度や
能力の!詰Lr.J一一仁首相学習指導要領)[""現在および将来の生活に利用できる運
動と運動の練習，運動の効果および運動と生活などについての知識を内容とし
ている。」一一(改訂学習指導要領〉一ーというような体育の目的・目標・内容
からみてp 運動のやり方や，運動についてのいろいろな知識を身につけさせる
場合に，どのようにして効果的にすることができるかが重要な問題となって〈
る。
こーこにおいて，すでにみてきたように，一設に妥当なものと思われる能カ概
念によヮて分析されたそれぞれの学力が， ["学ぶカJlこして相互関連的にその
機能を発揮すると同時に， [""学んだカ」としても，それぞれの能力が高められ
たり深められたりすることが要求されるのであろう。 理解・知識・技能・態度
などは，それらが独立してはたらくという面よりも，それぞれに密接な関連が
保たれ，むしろ一つ一つを切り離すことさえでさないほど一体となlって，その
機能を果すもので，指導や評価などの必要から分析・検討して精細に之らえよ
ラとする便宜的な立場において，個々のものが問題となるのであろう。しかし
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ある学習の事態においては，それぞれのうちのどれかに重点があるし，また，
それを重視する場合もあり得るものと思う。
さて，体育の目的なり目標を達成する手段として，運動の笑践や3 運動に関
する知識を学習する場合に，どのようにして有効適切になし得るかが重要な視
点であると述べたが，このうちの運動に焦点をすえてみると，運動という実践
的・行動的な学習においては，学力の中で技能が最も関係深いし，また重要な
もので，それを抜きにして運動が成立しないほどのものであることがうなづけ
るであろう旬。といって，技能だけがことさらに重要であって，他の要因がほと
んど無関係であるというのではなく，それぞれの構造や性格，発生などからみ
て，実に深いつながりを持っているものと考える。そこで，このような相互の
関連や位置づけを念頭において，体育における技能について，その本質にせま
り，これが指導の原則に触れてみよう。
技能は所産であると同時に，プロセスを重視しなければならないということ
は，学力いっぱんに共通する観点であるが，これらの二つの面をもっ「技能は
何かを作り出すものであり，しかも知性の表現である。このことがp 手段とし
ての技能の本質である~ J一一(川村英男著体育原四)-一体育においては，こ
のっくり出すもの，形成されるものは単に記録を高めるとか，試合i乙勝つとい
うような客観的な結果に限定されるものばかりでなくて，この客観的な事実を
追求することによって，人間自体の形成にはねかえってくる身体的・精神的・
社会的な内容をも含めて考えるべきであろう。であるから，それは適切な配慮、
によって，活用自在にj駆使されるまでの習熟の過程において，また習熟された
技能の活用において，また真剣な努カを傾けることによって，ますます深まり
高められるものであろう。
それでは，この投能を活用自在になるようにするには，どのような点に留意
して指導したらよいのか，という問題が生れてくるが，この問題に触れるため
には，技能の練まについての原則的なことがらについて，順序づけて述べた方
がよいと思われる。
まず第ーに，意識的な糠習をすることがもっとも初めの段階において必要で
あろう。技能はもともと知識(理解を前提とする場合が多いが〉の習慣化され
たものであるという一面を持つものであるから 2 その運動についてのいろいろ
ーもー
な知識を持っと同時に，特に運動そのものの舛識を集約して持つことが大切で
あり，それをもとにして意識的に轍習することになろう。その過程では，失敗
やむだな気づかい，よけいな動作，たどたどしさなどがしずごいに減少して，や
がて心身の協同体制が一応できるものと思われる。
第二の段階としては，機械的な練習を反復することによって，正確さと速度
をつけることである。意識的な練習によって獲得した技能も放置しておけば，
やがて退化するが，練習を継続すれば，それはしだいに迅速に，うまくできる
ようになる。この段階では，正確さよりもむしろ速さが重点となるであろうか
ら，第一段階ではp 他人との比較をはなれてひとりで練習するのがよいが，こ
の段階では，その程度が進めばむしろ競争も有効な手段となろう。
第二五の段階では，応用的・総合的な誠習によって含まとまった運動を完成す
るようにすることである。いくらその技能に習熟していても，実際の場面に有
効に活用されないのでは，生きた技能とはいえないであろう。正確に，迅速に，
効果的にその機能を発揮して，はじめて活用自在となるのであり，このために
笑際に則した練習が必要なのである。とのことは.構造連関的な練習というこ
ともできょう。「技能は，目的に対する手段である。 J一一(九州大学助樹交関
宮十夫氏一教育心恕2巻1号ー 〉 ーーから，常に目的との連関において練習するこ
とが肝要である。目的を無視したり，軽視したりして，部分的な面ばかりを強
調しすぎるととは禁物である。
3， 内容の記述について
つぎのペータト乙示す問題の分類別一覧表においては，年度ごとに分野・領域
別で問題の主題と正答率を載せてあるがs個々の問題とその結果についてこれ
を分析・検討する際には，年度のわくをはずし分野・領域内で内容の似ている
ものをまとめ，主として，一つ一つの問題にわたって述べてあるが，二つのも.
のをいっしょに扱ったものもある。また，つぎのような観点を設定して検討を
加えた。
(1) 問題のねらい
ω 生徒の困難点
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ゆ指導上の留意点
(1)においては，問題そのものからみてのねらいをすっきりした形で‘示すこと
に努めたが，このねらいを果すために必要と思われる，生徒のもつべき諸能力
をも含めて述べたものもある。
ωにおいては，問題のねらいを果すために必要とされる生徒の持つべき諸能
力について述べ，解答の結果や問題そのものの内容などから推定される困難点
を，主として生徒の立場において述べた。
(B)においては， (1)左(2)との関連において，生徒のつまずきを打開するための
留意点に焦点をすえて述べてあるが，問題の主題についての一般的な函も含め
である。
以上g 二三つの観点は金分野・全領域にわたって共通したものであるから，そ
れぞれについて言改ますることが煩雑となるので，次のような記号を設け，
( )内の意味を合めさせている。
1. (問題のねらい〉
2. (生徒の困難点〉
3. (指導上の留意点〉
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乱 |パ|
(1) 徒手体操
陸上競技
メ v-
30 ボール
徒手体操
パスケッ
トボール
(4) パ lノ ーポール
31 
(2) 総 合
32 
メスケッ
(2) トポー ル
33 〆γ ス
34 
(2) 総 合
(3) 徒手体操
平
均 ‘
t 
動
内 廿片句
準要備性・整 理 運動の
必 とその理由
基礎運動能力
三 段戦法
身体の部位
着腕立て とび越要しの
地の 仮
規 則 く5回反則〉
規則くオーバーネ γ ト〉
メスケッ ト・パレ ・ー
ソフ トポールの規則
ノ号 ス の 選fR
ス テッ プ の選択
陸上競ー技ボ・バスケッ l'• 
メν -)レの規 tllj
向上の 婆素
突 3也 l願 序
体
-. 
|正占
酒1
8'2.0 ( 国際競技
41β (4) νFリェl 競-シ技ョ会ン
35_3 
25.4 
32.8 
50.2 ， 
511.4 〔ラ〕 競 技 会
(6] 体育史
86.1 (1) 体育史
50.4 
(1) 
集団行動
82.2 
89.0 
88.1 
13.5 
、 37_5
問題の分類別一覧表
育
論 主民 技
内 容 |正答率雪|単 内 マw
近代オ リyピックの 90.2 (1) 巧 技 屈 膝 前 転開催周期
仕 一事 のしかた 95.0 (2) パスケッ ド リ フ yレトポール
校 内競技の 審判l員 85.0 
試合回数の算出 33.3 男腕立て閉脚とび越し. (2) 巧 綾
体操と，関係の深い人 41.8 女腕立てとぴあがり下り
(1) 徒手体操 上下肢， 体側，背腹
千手 国 の体育運動 と 87.2 (1) ノξスケ y ドリプルとシュ トーの実 施の動機 トボール 4逮 統 動 作
〔幻 巧 校 短なわとびくあやとび〉
運援動席会のにきおけ る
応 めかた 88.1 (1) 運動能力 ジグザグ・ ラyニシグ
荷 車 の f昔 Hl 88.7 (2) バレー 正 面 ノf スポール
(1) 運動適性 サ イド・ ステッ y'
(2) パスケ・γ ポ ール 投げ越 しトポール
19.3 
51.06 
50.88 
〔注〕 この分類~ì. 学習指導益要領に準拠して分けたものであるが， 一応の分類で，他の分野や領域に含めた方がよいものもあろう 。 しかし，
はっきりと決めかねるものが多いのでなかろうか。いずれにしても，この表から全体的な様相をは握していただきTこし、。
， 
‘ . 
J 
保 総
ド就率き|単 内 容 |正答率
IJO.O (2) 病の気予とそ防 陽転 の意味と注意 81.12 
110.0 〔壬〕安全な生活 「けいれん」の応急処詮 88_5 
健康と学 筋性疲労の原因 47.7 習や仕事
、
(1)安身心病そ全体のと気な生予や生防続活之淵 中 学 生 の受 け る
11.6 
59.8 予防接種
(2) 運動調節の中 枢 51.8 
55.71 (3) 脳貧血 と日射病の 75.0 急救 処 鐙
88.5 (3) 保健活動 年間保健行事の作成 20.1 
宮9.8 病気と 「うがし、水Jを作る素材 42‘S (4) その予防 「細菌による食中毒』の 4H 予防
19.7 健穣と学 疲 労 回復の姿勢 18.8 
(3) 習や仕事
47.1 物のひっぱり方 85.0 
(4) 心身の発達 青年前期の精神的特徴 45.7 
38_2 日本人の主 要死因 宮8_8
(4) 国民の健康
87.2 同 上 社会的要因 91.1 
(1) 心身の発達 背年育前・j切における発 発 達 の特徴 71.0 
~4.1 50.5 
仁れらの内容をどの分野や領域に含めるかは，
学力検査と 学習指導
ペーパーテスト
I 保 健
この分野について.佃々の問題にふれる前に，総括的な概観をしておく方が
便宜と思うので，主要な観点から述べてみよう。
1. 出題された領域
保健学習において，どのような領域を取り上げたらよいかということについ
て，端的にこれを示しているのが次の通達である。それは， i中学校保健体育
科のうち保健の学習の指導について」一一昭和30年3月30日文初保第 160号，文部
省初等中等教脊局長通達一ーで，これによるとr 指導すべき教材として次のよう
なものをあげている。
川 中学校生徒の生活と健康
(鉛 中学校生徒の保健活動
(3) 心身の発達
ω 安全な生活
(5) 病気とその予防
(6) 健康と学習や仕事
(ワ) 健康な身体や精神と生活
(印国民の健康
そして，これらの教材は健康生活に必要と考えられる最少限度のものを示し
ているにすぎないので，少なくともこれらの内容のすべてについて，徹底した
教育が行なわれなければならない。としている。
この通達に基づいて，この分野の問題を領域別にみると，
中学校生徒の保健活動1，心身の発達2，安全な生活2，病気とその予防4
健康と学習や仕事:3，健康な身体や精神と生前 1，国民の健康2
となっており，ほとんどすべての領域にわたっていることがわかるが，特に
ピークは「病気とその予防Jとなっている。
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2. 問題の形式とねらい
教材を指導する場合に，それぞれの内容の取扱いには，.知的な取扱いと実践
的な取扱いが考えられるが，これらのことについて「学校保健概論」一一 く荷
見秋次郎著〉一ー の中で，次のように述べられている。
これらの取扱い方は，教育の対象によって定まる問題である。小学校では
主として実践的に取り扱い，中学校および高等学校では知的と笑践的とほと
んど同じ程度に， さらに大学では主として知的に取り扱われることとなろ
う。しかし，全般を通じて実践的に指導されることが望ましい。
進学学力検査としてのペーパ戸テストにおいては，みられる範囲が限定され
るので，実践的な面をは握することにはきわめて大きな困難がある。そこで，
主として知的な商をみようとする傾向が強くうち出される結果となっている。
しかし，それにも単な'る知識をみようとするもの， 一般化された原理や法則が
生活の向題や事・態を処理する場合にどのように応用されるかをみようとするも
の，事象の根底にどのようなものがあるのかを洞察する能力をみようとするも
のなど，そのねらし、はさまざまであるが・逐年的に後者の傾向がみられるよう
になってきた。
年間保健行事の作成
符年前期の精神的特徴
発育 ・発達の特徴
脳貧血t日射病の急放処i1i
「けいれん』の応急処置
陽転向意味とその注意
中学生の受ける予防援護
『うがい水』を作る紫材
「輔i菌による食中毒』の子防
13.8 
能率的な疲労回復の姿勢
筋性被労の原因
物のυっI!1)方
制調節の中枢
日本人の主要死闘
死亡率低下の社会的要因
3. 分野内のプロフ ィー ル
すぐれた成績を示しているものと
極端に低い正答率を示じているもの
とが対称的に多くみられるが，この
理由については個々の問題を分析・
検討する際に詳しく述べる予定であ
るので，ここでは，それらに共通す
ると思われる事がらを簡単にふれ:る
にとどめる。
自分自身や身近な生活に関するご
〈一般的な事象とか事態の認識や問
題解決では，よい成績を表わしてい
ることがわかるが，学問的なことが
ー /0ー
らとか，原理・原則の応用，または限定された事実などについての知識・理解-
・洞察の能力を要する問題についての解答が著しく低調である。しかし，これ
は同じ題材であっても，ねらいのもたせ方によって問題の難易度は大幅に違っ
てくるし，対象も問題作成の観点も年度によってそれぞれ異なっているので，
個々の問題の成績を他のものと比較することにはたいした意味はない。
34年度 (1 J 7/.0 
ちょう
つぎの交の中から，中学校生徒の身体的発脊・発途の特徴について，正しいと思
うものを二つ選んで，その番号をOでかこみなさし、。
v'っ きんこつ
1. ホルモyの分泌がさかんになり，筋肉や廿絡の発達iこ性別による特徴がはっ
きり現れる。
Lつ
2. 運動能力は著しく発述し，疾走能力や持久プjではタj女の差が少なくなる。
ぞ主
3. 内臓器'的主，身長や体重などの期加と平行して発迷する。
4. 素質・栄養・巡動などのちがし、による発途の倒人差は，学年の進むにしたが
って少なくなる。
5. はじめ，女子におとってL、た男子のからだは，急速な発育によって女子をし
のぐようになる。
33年度 (4J 1t5.7 
ちょう
つぎの文のうちから，一般に中学校三年生ころの特徴とJ囚われるものを三つ選ん
で，その番号ーをOでかこみなさい。
1. 迎恕と現災をliJ.'~利させ，メHIをもって行!@Jできるようになる。
2. 向分主いうものについて，いろいろ考えてみるようになる。
3. しかられるということで，こ主の義惑を判断する。
tム こう
・ 4. ものごとを批判的に考えるようになり，反抗的な行動をとることがある。
5. *晃しL、友人を求めるようになる。
6. グループをつくって.!Jー ダー のいうままに行動する。
1. 二つの問題は，中学校の保健学習において，最も基本的な内容である青
年前期の身体的・精神的特徴について，特に，第二次性徴・性差による発育 ・
自我の認識・反抗 ・対人関係などに関する知識・理解をみようとするものであ
- 1/ー
るが，現在および将来の変化について，自己に中心を求めて洞察を加えたり，
過去の婆に焦点をすえて比較したりすることによっても，解けるであるう。
2. 
(1) 34年度の問題について
イ この問題は， 1， 5の項目がこつできて正答となるので，解答の正確
1 さが要求される。
ロ 内容的には， lj第二次性徴，2運動能力，3機能と形態， 4個人差，
5性差についての発育・発達の特徴がとりあげらわ，そのうち，項目
2， 3， 4の誤っている部分をはっきり区別するために，問題をよく読
んで検討する慎重さがなければならない。
(2) 33年度の問題について
イ この問題は， 2， 4， 5の項目が三っともそろってできて正容となる
ので， 34年度の問題に比べて，より解答の正確さが要求されるし.正答
率も低くなったのであろう。
ロ 内容的には，紛れ肢である項目 3の善悪についての判断の義準と， 6 
集団の所属についての項目で、は，ある程度，経験的な要素によって判断
できるであろうが， 1の理想、と現実の調和についての項目は，将来のあ
るべき婆であるこ之をはっきり理解していないじ現在の中学生として
の良い態度であるという，問題のねらし、からはずれた角度でみられやす
いために，これを正しいとするものが多かったのでなかろうか。
3. 教育の効果を高める基本的な態度として，その年代の生徒の発育・発達
の特徴を理解し，その発達の段階に応ずる指導をなさねば伝らないことはいう
までもないが，このことは，生徒自身にもじ申うぶんな理解と認識を与えるこ
とが必要であろう。
特に，青年前期における身体的・精神的変容の激しい年代にあっては，客観
的にみずからをみつめ，その主体的な条件を確立させるためにも，青年期一般
の姿態をいろいろな角度で分析し，浮~~りさせることが大切であろう。
この意味において，これらの内容は，中学校の保健学習として是非とりあげ
られねばならないし，その際，特に陥いりやすい傾向や非行などについての解
決策を慎重に検討して，指導すると之が重要でなかろうか。
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30年度 C2) 32.0 
A君は，学校で結核検診の結果，先生から陽転したといわれた。陽転したとはど
うL、うことか。また，この場合はliうすればよいか。もっとも適当と思うものを，
それぞれ一つずつ選んで，その番号をOでかこみなさい。
(1. 結核の発病したことである。
a. 陽転したとは)2. 結核菌が体内にはいっていないことである。l! 結核菌に感染山とである。
4. 結核には今後かからないことである。
????
??
?
???
』?、????
??
?
? ????
」
?
予防のためにB・C.G接留をする。
発病したのであるから，絶対安静にする。
たし、したことではなし、から，はげしい運動をしてもよい。
一ヶ年くらい過労をさけて無理をしないようにする。
ト 結核予防の原則としての感染の認知について，陽性転化の意味内容と，
これに処する生活態度を問うもので，健康生活を保持するための基礎的な内容
として持つべき知識・理解といえよう。それには，結核・ツベノレクリン皮内反
応・感染と発病の関係などについて，iEしい知識を持っていることが大切であ
マ
心。
2. 日本における結核は，国民病といわれ，また社会病ともいわれて，近年
まで国民主要死因の第一位を占めていた。しかし，厚生白書一ー昭和33年度絞
一ーによれば，その死亡率は，近年著しく減少してきているけれども"患者数
はここ数年はほとんど変化のない状態であるといわれる。そして，それらを，
デンマーク，オランダ，オーストラリア，アメリカなどと比較すると，ずっと
高率であり，殊に，患者管理の不徹底が，国の貧困と相まって，結核予防の盲
点であると指摘されている。このような現状から，青年期にその対策を重視し
なければならないし，健康診断・健康管理 ・健康指導という一連の学校保健計
画を推進する上でも， 保健学習の内容としても，重要な視点ということができ
ょう。特に，感染から発病の経過をたどる多くの原因の中で，自然陽転に対す
る認識の不足と，本人の自覚の欠除とが大きな理由であるとされる。
このような視点に立って，この問題の正答率をみると，以外に低率なことに
驚ろかされるが，そのおもな理由として，次の諸点が考えられよう。
一13ー
(1) 結核検診としてのツベノレクりン反応やレントゲン間接録影などが形式的に
行なわれやすく ，結核予防とどのような結びつきがあるのか，その原理や必
要性を知らない。
(紛 近イ桝学，特に医学の進歩とともに，結核による死亡数および死亡率の激
減が表われ， r恐ろしい病気」という観念が薄れて，いきおい，結核につい
ての意識や関心が低くなっている。
(3) B CG陽転と自然陽転之は，その15()J1]がつけにくいけれども，この場合，
どちらをさしているのかがはっきりしていないために，思考や判断の混乱が
予想される。
3. 保健指導，特に健康管理では，対症療法的な傾向から結果とか事実に重
点を指向するために，その病理や，笑施の理由などがわかりきったこととして
指導されなかったり，閑却されたりしやすい。このために，実施しさえすれ
ば，受けさえすればよいといった形式的・機械的な考え方や態度に陥いるので固
なかろうか。
発病予防の鉄則は，まず病気に対する科学的な正しい認識を深め，それに基
づく生活の健全さ，適切な予防処置などにあると言われるが，このような観点
から，生徒の発達段階に応じ，また，その実態をは握して，保健学習や健康管
理の内容と手法について，じ申うぶんな検討を加え，計画的に実施する必要が
あろう。問題に禾された内容については，最も基礎的な知識であり，基本的な
生活態度として，相瓦の連絡を密にし，忘れずに指導しておきたいものであ
る。
31年度 C1 ) /(，.(， 
中学生が予防接館法により.毎年定期的に予防桜極を受けなければならない伝染
病は何か。つぎのうちから二つ選んで，その番号をOでかこみなさし、。
とう
1. 痘そう 3. 腸チ7ス 5. パラチフス
2. ジフテリア 4. イン7>レエンザ 6. 発しんチフス
1. 予防接種法の規定によって，中学生が毎年定期的に予防接種を受けなけ
ーはー
ればならない伝染病名を問うものであるが，予防接種法の適用される対象を中
学生に絞っているところに，この判題の特色があり，また，難点があるものと
思われる。
2. 
(1) この問題の正答率がきわめて低い最大の理由は，その対象が中学生に限
定されていることによろう。
予防接種法に定められている伝染病については，定期的に予防接種を受
けねばならないもの6橿〔痘そう ・ジフテリア ・腸チフス・パラチフス・
百日ぜき・結核〉と，発生したときに臨時に受ける 6種(発しんチフス ・
コレラ ・ペス ト・ しょう紅熱・インフルエンザ・ワイノレス病〉が示されて
いるので， これらについての総括的な知識はおそらく持っていたかもしれ
ないが，年齢や時期によって，受けるべきものと，受けないでもよいもの
があることについての明確さが欠けていた者が多かった之思われる。
(お この問題を解くためには，学校で行なヮている予防接種の経験を手がか
りとしても可能であろう。しかし3 この問題の正解eである腸チフスとパラ
チフスの予防接種~X ， 混合液として同時に接種するのが普通であるから，
どちらかが強く印象づけられている場合には，一方を落す可能性がある。
二っともできて正答であることから.腸チフスとパラチフスが別なものと
思わなかったり.腸チフスをとってもパラチフスを落したりしたのであろ
う。
(3) 時期的な関連と，獄威におびやかされたインフノレエンザをあげたものも
かなりの数でなかったろうか。
3. 
(1)予防接種を保健学習の内容主してとりあげる場合には，予防接種の効果
・人工免疫の意義・社会道義などの視点からs保健衛生に関連づけて指導
し，問題の要求するように，年齢や時期に密着させて理解させることが肝
要と思われる。
定期的に予防接種を受ける伝染病については，次のように明示されてい
るので，参考までにあげておこう。
イ 痘そうとジフテリア・・・・生後2ヵ用から12カ月の聞に l囲}:，小学校
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入学前6カ月以内と卒業前6カ月以内の3因。
ロ 腸チフス ・パラチフス・・・・生後3年から 4年までの聞と，それ以上は
60歳まで毎年行う。
ハ 百日ぜき・・・・生後3カ月から 6カ月までの閉じその注射後 l年から
l年半までの時期に行 う。
ユ 結核・・・生後6カ月以内と，その後30歳まで毎年行う。ただし，これ
は「ツベルタ リン皮内反応検査」の結果，陰性者に限る。
(2) 健康管理の実際的な方法として，単に実施すればよいというような義務
観を排し，その必要性や種別などをはっさりとは握させ，事前事後の処置
・心得などについても，具体的な指導と適切な配慮をすることが大切で
ある。このために，全校放送，ホ{ムノレーム，保健委員会などの活用をは
かることは効果的な手段であろう。
32年度 (4J イ 1/.2.3 ロ I/.I/./J.
つぎの問に答えなさい。
1'/" 
イ. うがし、水をつくる場合， ー般の家庭でよく用いられるものはどれか。下の
亡=1のうちから三つ選んで，その番号をOでかこみなさい。
I ~…シ 2. filv~ 3 錨 4…!
5. アyモニヤオ:c 6. ほうさん
ロ. r細菌による食中毒」をさけるために役立つものはどれか。つぎのうちから
ごつ選んで.その番号をOでかこみなさし、。
1. rうなぎにうめぼしJなどと背からL、L、伝えられている主うな食べ合わせ
をしないようにする。
2. ガスが発生している 「かんづめ」や「びんづめJの食品は食べないように
する。
畠人そう ヨ抗
3. ふぐの卵巣や青梅，じぞがし、もの芽などを食べないようにする。
輩社
4. 食物の貯蔵庫や食緑棚にねずみがはいらないようにする。
.1・苦い
5. 有害な防腐剤や着色斉IJを用いた食品を食べないようにする。
1. 公衆衛生を含めて，病気や食中毒の予防上大切である基礎的な知識・理
解をみようとするもので，おりから，猛威をふるったインフノレヱンザや，年次
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的に多発の傾向を示している食中毒に対する関心と，予防の措置・態度などを
間接的に強調している問題で，生徒の身近な社会的事象を巧みに捕えて出題し
ている。 ‘ 
2. 
(1) イの問題では，結伎を含めて流感を予防するのに，家庭で簡単に作るこ
とができ，容易に突施できるような「うがい水」の材料を要求している
が，三つの項目がそろわなければ正答とならないので，案外，その正答率
は低い結果となったものと思われる。
あし
また，紛れ肢のグリセリン ・ひまし油 ・プンモエヤ7，1(などは，家庭常備
薬品として耳なれたものであるために，その成分や用途について深い思慮
をめぐらさず， 0をつけた者もあろう。一方，正答のばん茶・食塩・ほう
さんが余りー殻的なものであるために.敬遠してしまったむきもあろう。
ω ロの問題は 「細菌による食中毒」 に焦点をすえているので.食中毒一般
の中における位置づけをはっきりさせて解答する必要があるにもかかわら
ず，それらについての概念の混乱が災したり，知職・理解のあいまいさや
迷信に左右されて. 1. 3. 5の項目を見分けることができなかったこと
と，求める解答が二っともそろわないと正答とならないことなども，正答
率が予想以上に低い原因であろう。
3. 好ましい習慣や生活態度の育成が保健指導の一つの目標であり，特に，
病気を予防するための簡便な方法として「うがい」や「手法い」の励行などは
強力に指導したいものであるが， その際， その理論的な根拠をはっきりさせ
て，必要感を植えつけることが大切であろう。また，家庭における常備薬品の
代表的なものについては，理科とも関連づけて，それらの簡単な薬理や用途に
触れておくことも必要であろう。
食中毒については，原因別に類別し，すっきりとした理解をさせると同時
に，できるだけ具体的な例を豊富に持ち出して，日常の事象に結びつけ，問題
をみずから解決するような態度を養なうようにつとめることが肝要であろう。
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34年度 [4J くt，2) 28.8 く3，4)%.1 
つぎの文の} )の中に，下のl二 |の中からもっとも適当なものた選んで，そ
の符号室t書きいれなさい。
狩U・こう
近年，日本人の死亡率はしだいに低下の傾向を示してレる。死因では (1 ) 
すい か{にゅう
がもっとも多く，つL、でい ) .老衰の煩となっており，結核や乳児死亡率が
著しく減少している。とれは，近代科学，特にい 〉の進歩，保健に関する機
関や組織の整備，凶民の健康に対する翌日解の高まり， い 〕の改善などが大き
な原因となってし、る。
?↑ ????????? 、， ??????、 ?
?
????? ????
??
?
?? 』
?
???????
?
1. (L~衆衛生を背景とする国民保健の動態についての関心や，その知識・理
解をみよう之するもので.国民の主要死因の推移とデそれに影響をおよぽす社
会的な要因をはっきりとおさえていることが必要である。
2. この問題を解くには，まずp 国民の主要死因について，その様相がここ
数年の周に著しく変っている事実に着目し，はっきりとその動態をつかんでい
ることが必要である。また，そのような変化をもたらした社会的な背景につい
ても，広い視野においてじ申うぶん検討し，洞察を加えねばならない。しかし
これらの内容については，保健学習において明確には握することが大切である
が，マスコミの報導などを利用して容易につかむことのできる知識でもあるの
で，さほどむずかしい問題でらるとは思えない。日常生活において，生徒たち
が，いかに保健的な考慮と関心を社会的な事.象に向けているかが，むしろ，重
要なカギであって，保健的な生活意識と態度が要求される問題であるといえよ
う。
(1) 主要死因についての正答率が非常に低いのに反し，社会的な背景を考え
る要因分析の正答率が対~的にすぐれた成績となっていることについて，
いささか奇異の感をいだかせられるが.前者は，知識として身につけてい
るかどうかが決めてであるのに対し，後者の方は，文の構成能力や常識的
な判断によって解けるという，質的な相違からくるものであろう。
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(お主要死因についての解容が不振な理由としては，次のようたEことがあげ
られよう。
イ 笑態を正確には握していない。
ロ 教科書によっては，病名の表現が違っている。(脳卒中〉
ハ新聞などに，しばしば報導されるものに惑わされる。(食中毒〉
3. 
(1) 国民保健のような動態的な内容を保健学習にとりいれる場合には，日進
月歩の科学や社会状態を考慮して，最も新しし権威ある資料を整えて指
導するこ之が肝要である。ととに，発行年イtの古い教手曜を使用している
場合に，このことが痛感される。
(お国民の主要死因にあげられる病気などについては，各単元のそれぞれの
部分に峻られているので，それぞれのねらいに応じて適切な指導がなされ
るものと思われる。けれども，国民保健とL、う全体的な立場では，すでに
指導したのだからとしづ理由で，統合的に取り扱うことがおろそかにされ
やすく，総括的な位置づけがなされないままに終るのでなかろうか。従っ
て，それぞれの単元設定の理由-¥o，ねらいをはずさないように留意して指
導することが望まれる。
31年度 (3) 7S‘O 
つぎのA群の病状に対して，どのような救急処援をしたらよいか。 B群の手当の
中から，適当なものを選んで，その番号を( )の中に書きなさし、。
A 群 B 若手
a. 脳会i血( ) 1. 涼しいところで衣服をぬがせ，頭をひやし，扇な
どであおぐ。
2. 患部をひやして，安静にする。
b. 日射病( ) 3. J;iifljlをやや高くしてあたためる。
4. 頭部を低くしてねかせ，空気の流通をよくする。
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30年度 (4) 8.5 
つぎの文のく 〉の中に，下のl二二lのうちからもっとも適当なものを一つずつ
選んで，その番号室ナ書きなさい。
運動中に，脚にけいれんがおきたときは，とりあえずく 〉ことが必婆であ
る。
I ! 水でひ付 2 トドチ~"，"'kIO.:Q 3 ほうたLをする i
4. マッサージをする ! 
1. 脳賛血・日射病・けいれんに対する救急処置を問うもので，日常の生活
や運動の際に起りやすい症状をとりあげて，それらの症状・病理についての知
識 ・理解や経験的要素による判断にもとづく，対症的な処置についての理解を
みようとする。
2. 人体に予期しない急変が生じ，医師の来診まで待てないような事態など
において，臨時に最も適切な処置を施して，障害を最少限度にとどめるのが救
急処置のねらいであるから，その処置いかんによっては，重篤な事態を招く恐
れも多分にあるので，実際の場においては，冷静な判断と沈着な態度之が最も
要求され，しかも，迅速・適切な処置が望まれるに違いない。
しかし，この問題では，これらの症状に直結する処置についての知識を持ち
さえすればよいのであるから，実際の処置に比べて饗易な訳でらる。けれども
解答にあたっては，次のような諸点が，つまずきのおもな理由であろう。
(1) 病気・異常そのものは知っていても.救急処置の経験を持たないし，知
らない場合が多い。
(2) じ申うぶんな練習を伴なわないために，峨械的に記憶された知識にたよ
りすぎ，日射病と脳貧血を混同している場合もあろう。
3. 救急処置は，その病状に対する対症的な手当として理解していることが
必要にはちがいないが，それよりは，むしろその病理・症状などについて，根
本的な知識・理解を持つことが，いっそう適切な処置をうみだすために大切な
のでなかろうか。その上に，これらの知識・理解を活用して，正しく迅速な処
置ができるように，じ吸うぶんな槙習をしておく ことが望ましい。
??? ?
30年度 (4) 47.7 
つぎの文の( )の中に，下の|三三|のうちから，もっとも適当なものを一つ選
んで，その番号を書きなさい。
速動すると筋肉が疲労するのは，筋肉中の酸繁やグリヨーゲγが不足し，
( )が多くなるためだといわれている。
|1 乳敵 2 炭酸 3 灰分 4 脂肪|
J. 筋性疲労の根本的な原因についての知識をみようとする。
2. 筋性疲労の原因については，その過程において複雑な要素がからみ合っ
ているので，決定的なものをひきだすことはむずかしいかもしれないが，結果
的には，一応乳酸であるといわれているので，これを指摘することには，何の
ためらいもないはずであるが，その正答率が意外に低いのに驚ろかされる。こ
の理由のおもなものは，おそらく次のようなものであろう。
(1) 生括経験としてはもっているが，その原因について知らない。
ω 炭酸ガスと炭酸との混同があったものと思われる。
3. 筋性疲労の原因については，比較的理科〈特に，化学〉の専門的な知識
を持たないと，指導しにくい内容であるために，表面的に経過しやすいし，ま
た，指導書・教季曜によっては，疲労についての内容が散在し，統ーを欠いて
いるために，現象面を強調し，いきおい，原因を追求することなしに終ってし
まう傾向になりがちである。しかし，保健学習の内容として，疲労の予防・ 回
復という問題解決の面に迫ろうとする場合には，これを抜きにしては，じゅう
ぶんな成巣をおさめることができないであろう。
33年度 (3) 13.8 
っか
遠足に行ったとき，短時間の休けいで疲れをなおすには，A. B. Cのうちどれ
カ2よL、ヵ、
i B 弘込ん
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1. 短時間の休けいにおいて，能率的に疲労を回復できる休み方の姿勢を，
図によって選択させようとするもので，疲労の回復についての原理・原則的な
知識・珪解の応用能力をみようとしている。
2. 
(1) 肉体的な疲労を能率的になおすには，原因療法的なものと，対症療法的
なものがあろうが，ここでは，後者の場合をとりあげて，具体的な図示法
によっているために，いきおい，思考の範囲も著しく限定されている。
(2) 疲労の度合を客観的に容易に判断することができにくいので，同じ程度
の疲労を回復するには，どの姿勢がもっとも効果的であろうかと，提示さ
れた三つの揚函について，経験をもとにして比較検討することは不可能で
ある。
(3) A. B. Cのうちで.Cのようにいすにかけたほうが，日本の慣習であ
るすわる姿勢よりも楽であるという先入観によって.Cを選んだものもあ
ろうし.Bはだらしがないという道徳律に照して，他を選んだために誤答
となったものもあろう。
(も) 足および全身の疲労を回復するための原理 11足の位置を，頭の水平位置
に近づけるJ ，また， "重心を最低にし，身体への抵抗を最少限度にとど
める"に限、して判断すれば， おのずから正答が得られるものと思われる
が，これらの原理・原則の理解が欠け，その応用能力が伴わない。
3. 疲労を回復するには，まず，その原因を知り，それを排除するためにど
のような手段を採ったほうが効果的であるかについて，原則的な理解をさせる
ようにし，その際，一般的な労働や学習時における疲労・能率の問題に触れる
，と同時に，生徒の日常生活で起りやすい具体例をとりあげて指導するようにし
TこL、。
筋性疲労については，それが単なる消費でなくて，それを回復することによ
って，より身体の機構を高め，能率を上げ得ることを強調し，運動・休養・睡
眠・姿勢 ・栄養などと関連づけて理解させるように指導したらよいで為ろう。
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31年度 (2J 5/.8 
つぎの交の{ }の中から，もっとも適当なものを選んで，その番号をOでかこみ
なさL、。
ずか
中枢神経の脳髄のうちで，運動がく・あいよく行われるように調節するのは，主と
(1. 大脳}
してI2dRiのはたらきによる。
t3.延髄!
1. 運動生理の最も基礎的・者遍的な意味としての，運動調節中叔について
の知識・理解をみようとする。
2. 
(1) 問題で要求している運動そのものについての概念規定があいまいなため
に.そのとらえ方の遣いによって，おのずから解答の違いもでてくるほど
にp 混乱の原因となっているように思われる。
(到 「運動がぐあいよく行われるように調節する....Jという巧妙な発聞に
反応するためには.大脳・小脳・延髄それぞれの運動に関連する機能を質
的に区分しておさえていることが必要であるが，それらについての知識・
理解が欠けている。
(紛 =ェアンスに富んだ発問に気づかずに?大脳を選んだものが多かったと
思われる。
3. 運動要素としての動物性機能については，単に保健学習の内界となるば
かりでなく，運動全般の基礎的な知識としてP 単純なひとつの運動が，たとえ
無意識的に行なわれるにしてもp 内面的には身体の統合された機能が複雑に営
まれているという運動全般に共通する手順や，からくりのあることを理解させ
るように.指導しておくことが望ましいであろう。特に，錐体経路と錐体外路
との関係による運動調整や，意志的で努力を要する運動と，反射との人体工率
の関係などについて，神経中枢の関与が不可欠で、あることを強調しておく必要
があろう。
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33年度 (3) 35.0 
物を移動するとき，一時的にひっぱる力がもっともでるのは， D， E， Fのうち
どれか。
D 
4 ネ す
1. 身体の構造と機能についての理解を前提として，能率的な仕事のしかた
について， l原理・原則を応用することのできる能力をみようとするものである
が，日常生活における経験的な要素を手がかりとしても解けそうである。
2. この問題を解くにはp 疲労回復によい休けい時の姿勢を選択する問題と
同様に，教科書にも，参考書にもでていないような図示法であるために，かな
りまごついたことであろうし.これた反映して，正答率も著しく低い。以下，
推測される二， 三の困難点と考え方に触れてみよう。
(1) まず，経験を手がかりとして考えてみよう。たとえば，雪道で動かなく
なったそりゃ静止しているローラーなどをひっぱり出す場合に， D， E， 
Fのうち，どのひっぱり方が最もよかったか，之いうような休験にもとづ
く判断によって， Fを選んだものもあろう。しかし，この場合には，必ず
しもFが浮びあがってくるとは限らないようである。特に，集団のカによ
った場合には，むしろ， E， Dが指摘される公算が大きいのでなかろう
か。
(お つぎに，身体の構造と力学との関連という角度から考えてみても，答え
はでてきそうに思えないが，これに身体の機能，特に筋肉のはたらき具合
を加味することによって.FにはDとEにみられない背筋力が強力に作用
することがわかってくるのでなかろうか。
(3) 一時的にひっぱる力とし、う条件を，不注意にも度外視したものもあろ
う。
(会) この問題のように，過去の経験や，前に習った知識・理解を統合して，
問題解決をはからなければならない場-合には，余りに早く放棄したり，ま
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ちがった最初の予感についていつまでも固執しすぎたりしないで，多角的
・組織的な探索を加えることが大切である。
3. 能率という視点から，日常生活のさまざまな事象をみつめた場合に，生
徒には，学習と時閣の配分，遂動やその練習・仕事の仕方などについて，多く
の問題があろう。それらの問題についてはもちろん，ひいては生活全般にわた
って，能率的・合理的に処理する態度を育成するように指導することが望まし
い。それがためには.それぞれの問題について，基本的・原則的なことがらを
理解させ?それにもとづいてみずからの問題を解決するようにくふうさせる、こ
とである。このこ左は，単に保健の商だけでなしft:.，休育の運動面にも活用し
たい基本的な態度であるし，出題の意図をみたすためにも必要なことである。
32年度 (3] 20./ 
ヂド‘徒保健委員会は，学校行事を組む資料主して，保健に関する行事の案を作りた
い。つぎの行事は何月に組んだらよいか。下の表の空らんに，それぞれあてはまる
ものの番号を書きなさいn
1. 目の愛護デ-
2. 下痢l腸炎の弓I'lVi 1 ~ 1'; I : I ;I; I ; I; I ; Ii I~ 1 ~ I ~ 
3. 食品衛生週間
4. 世界保健デー
行! 大 水泳 結 養栄間 乾布ますル 而望遼実i主習 年間一そ 核-Fr. う 登 識知 さじ 山 習1 足 の
5. )1市炎の予防講話 i間思 の ペコ 反
普及 の 省
毒事
過 奨励
1. 季節・時期・日に関連ある保健行事，病気の予防，食品衛生などについ
ての知識・理解をみようとするもので，総括的な観点から学校行事の組み方を
問う形式としている。
2. 年間保健行事案として， 1.. 5の各項目をそれぞれの用に組みいれるに
は，個々の行事のねらいを考えて，どの月に最も関係深いかを判断しなければ
ならない。項呂 !と4は，決定的であるし，また，項目 5については，その多
発する季節が限られているので，これらの知識・理解を持ちさえすれば，その
解答は容易であろう。項目 2とGとは紛れやすい選択肢で，六月と七月のどち
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らに入れてもよいように思われるが，梅雨期と関係づけることによって，適当
な月が浮んでくるであろう。
ところで，この問題の正答は，主つの項目がそれぞれ適当な月に正確に粗み
入れられ， 完全にそろっていなければならないので，五つの項目について，時
期的な知識・理解を持つことが要求される。従って，正答率から伺がわれるよ
うに，知識・理解の正確さが欠けていたように思える。
3. 
(1) 保健行慕として，自の愛護デL ・むしば予防デ戸などが全閏的規模で展
閉され.それぞれ関心を高め.ねらいを果そうとして設けられている。し
かし，その期日については設定の根拠が多分にこじつけと思われるものが
あって，あ.いまいである。たとえば，回の愛護デ{の十月十日は，メメが
二つならんでいるとか，むしば予防デーは，六回(むし〉で六月四日とい
うたく九、である。そこで，このような数字のからくりとか，擬物的なとら
え方がわかればp その指導の方法はおのずから生れてくるものと思う。
(幼 季節や時期的に蘭係の深い病気.特に，伝染病の予防，食品 ・環境衛生
についての指導は，保健学習の内容として当然とりあげられているであろ
うが，それらが単元的な色彩の強いことによって，季節や時期との適切な
対応がなされにくく， 事実に即応しない観念的な指導になりやすい。この
点を補Eするには，これらの内容を保健学習で指導するばかりでなく，学
校ぐ、るみの体制で，各種の方法・手段を活用して指導することが望まし
い。具体的には，学校・生徒保健委員会の活麗.ポスグー ・壁新聞 ・放送
などの活用，ホF ムノレーム指導，講話などが予想される。
E 運 動
運動の領域にみられるおもなものについて概観をしてから， 一つ一つの問題
に触れることにする。
1. 問題の内容
出題された運動の内容は，次のとおりである。
徒手体操に関するもの3，パレーポーノレに関するもの2，パスゲットボーノレ
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に関するもの 2，綜合的なもの3，陸上麓伎に関するもの 1，グンスに関す
るもの l。
また，別な観点からその内容をみると，次のようになっている。
運動の規則に関するもの 4，運動技能を問うもの 3，運動の必要性・順序な
どを問うもの3，連動構成の要素を問うもの2。
以上の結果からみると，中学校において共通的に取り扱われていると思われ
るものについて出題されていることがわかるし，そして，それらの教材の基礎
的な官官簡がとり上げられている。学習指導要領では，中学校生徒にはでき「るだ
け多くの種類の運動を，広範に経験させようとする趣旨がうかがわれるが，学
校の施設・設備や特殊事情等によって，じ唖うぶんに笑施することができにく
いところもあるので， ヒのように限定された出題となっているものと思われ
る。
また，女子については，ほとんど男子と同等にみられ，内容的な差別はない
が，5カ年聞を通じ'1L女子のみが解答する問題〈ダンスにおける基本的なステ
ップを選択する〉が一つだけ出題されていることが注目される。
2. 問題のねらいと正答率
準備. t~ 浪 速 動的
必要怯とそ円岬凶
徒手体ti1災地の順序
徒手体操?使う休の部1，
腕立てとびこしの;;tJJ血
陸上競技の~索
バレー ポー lレの三』蜘i法
パンー ポー 1'v<J淵 IKオー バー ヰツト)
パλケYトボー ルの規制 (5反則)
パスケツ f;;(ールにお付る"ス
町選奴 . パスケヴト・パレー ・ソヲトポー
ル的規制
陸上般t・パスケソト・ バレー
ポー ル再捜膏
向上規制
ダンスにおけるステップの選択
この領域の平均正答率は37.5%
70 190グ(0で，他の分野や領域に比べて，著し
く低率を示している。 50%以下のも
のが大部分であるし， 60%以上を示
すもの皆無の状態である。(プロフ
ィ ノーレ参照〉
この領域における問題のねらいは
運動の規則 ・技能 ・必要性・順序 ・
要素などについての知識・理解をみ
ようとするもので，運動に関する知
的な側面をとらえようとしている。
ところが，この結果は他の分野や
領域に比べて，必ずしも満足すべき
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状態とはいえない。もっとも，このことは学力検査の性格として，他と比較対
照することが無意味なのかもしれない。しかし，このような結果がもたらされ
る原因について考察してみることは無駄ではないであろう。
第一の理由主して考えられることは，運動の本質に関保するのでなかろうか，
という根本的な面である。それは，体育においては，それぞれの特性をもって
いる迩動を行なうことによって，身体的能力が高められ，欲求が満足され，健
全なバーソナリテーが形成されることをねらっているのであるが，これを行な
う者自休としては，これらのねらいを意識して運動するよりは，むしろ活動そ
のものに全我を集中して取り組むものであり，笑践すること，その活動にひた
りきることに身体活動の本質がある。といって， 活動に対する思考，反省，理
論が必要でないというのではない。それらは，よりよい活動をするための基礎
となるものであって，身体活動を単なる思考，理論の対象として体系づけるこ
とは，体育にとってそれほど重要なことではないであろう。しかし，目的もな
く， 盲目的な活動にひたりきることは，体育においてはあり得ないから，身体
活動が単なる活動そのものであってよいはずはない。要は，より効果的に，よ
り人間的に方向づけられた活動にひたりきれるような指導が要望されるのであ
る。ここにおいて， 活動に対する知識・理解・思考や反省，理論が必要なもの
として，強調されるのであろう。
第二の理由としては，身体活動の効果は必然的にもたらされるものである，
とする楽天的な考え方が，指導の方法や場に反映されているのでなかろうか。
一一これは，単なるき憂にすぎないかもしれない。一一体育においては，理想
的な人間像をねらいとして学習が行なわれ，その手段として各種の運動を行な
っている。そして， 活動の本質的なものとして，投我の状態が現われるでらろ
うし，その結果として，体育の目標がじゅうぶんに達成され得ると確信するこ
とは妥当でるろう。 しかし，このことを過信するあまり，遂動をしさえすれば
とか，やらせさえすればよいといった態度となった場合に，重大な問題とな
る。運動の効果は，&撚的にもたらされるものもあろうし，また，意識的・意
図的に運動を行なうことによってもたらされるものもあろうし，このような配
慮をしてもなおかつ弊害の生ずる場合もあろう。従って，その効果を規定する
諸条件を究明し，価値を高めるようなくふうを試みることが必要なのであり，
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運動の動機づけや練習方法の適正な実施が強く要望されるゆえんで‘ある。もし
運動の効果を過信したり，生徒の自主性を尊重するという実名にかくれて，適
切な指導がおろそかにされていたりすることがあるならば，じゅうぶん瞥戒し
なければならない。
3. 出題の意図
この領域では，運動に関する知的な側面をとらえようとしでいるが，そのと
らえ方はつぎのとおり，さまざまである。
観念的な知識をみようとするもの， 笑際の巡動をとおさなけれほ理解しにく
いもの，理論的は握が優先するもの，弁別性を要するもの，などで，単なる知
識をみようとするものは，逐年的に陰をひそめる傾向である。
30年度 (1 ) 32.0 
巡動をする際には，準備運動と整理主主動が必要である。それはどういうわけか。
つぎのうちからもっとも適当と思うものをそれぞれ二つずつ選んで，その番号を
c )の中に書きなさL、。
a. 準備運動く 〉 く 〉
b. 整理運動く ) C ) 
1. 血液を内臓器官に集中させる。
2. 筋肉や関節の動きをやわらかくする0
3. 呼奴や血液循環などを早くしずめる0
4. 胸かくをひろげ姿勢を正しくする。
5. 筋力や持久力をil':iめる。
、6. 興奮した筋肉をやわらげ，抜労の回復をはかる。
7. 制緩や内臓器官に，しげきを与える。
し この問題は，運動をする際において，準備運動や整理運動が必要とされ
る生理的な理由を問うもので，運動生理についての基礎的役知識・理解をみよ
うとする。
2. この問題を解くためには，準備運動と整理運動の性格と内容を概括的に
は握していることと，運動生理，特に，運動とアドレナリン之の関係，運動の
上達と身体の柔軟性，疲労と運動障害などについての知識・理解をもっている
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ことが必要である。
ところが，正答率は非常に{まし問題のねらいを満たすことのできなかった
者が多いことを示している。これらの理由として，次のようなことが主要な困
難点としてあげられるのでなかろうか。
(l)運動をすることによって，身体の機能にどのような変化が起り，運動を
実施する条件の違いによっては効巣ともなり，障害ともなることについて
の基本的な知識・理解を持っていない。
(鉛準備運動や整理運動を常に行なっていないために，それらについての概
念イヒがなされていない。
(3) たとえ，行なっていたとしても，理論的な裏づけがなされていないため
に，単に与えられるものとして受け取ったり，形式的に行なっていたりす
る場合が多L、。
倒 以上のような理由などから，選択肢の中の紛れ肢(1， 4.5)につい
ての明確な弁別ができfなかったのであろう。
たとえば，紛れ肢の|については，運動が身体のあらゆる系統・器官一
一特に，筋肉や感覚ーーを動員して行なわれるという，最も根本的・常識
的な知識を持ちさえすれば，これにOをつけるようなことはしないであろ
う。紛れ肢としての4については，準備運動や整理運動力2一般に徒手体操
を慣用することから.:rれの目的と手段とを混同する危険性があるし. 5 
については. 4の理由とゐわせて，準備・主・整理運動の区別をつけられ
ない弁別性のなさが災となるように思える。
3. 運動をする際には，準備運動や整理運動を必ずしも必要としないで、もよ
い場合があるであろう。しかし， 実際の指導においては，それらを習慣づける
までに強調し，実施することが望ましいし，ひいては，それらが生活化される
ことをねらいとすべきであろう。このような視点から，指導上留意すべき諸点
に触れてみよう。
(1) 必要感を高めること。
このためには，運動生理について，原理・原則的な理解をさせ，それに
もとづいて，よいコンディションの維持，健康之安全などの面での位霊づ
けをはっきり与え，運動障害の原因の中で，準備運動の不足による場合が
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高ー率を市めているという実証的な資料を示すなど，効果的な方法・手段を
多面的にとり入れることが肝要である。
ω さまざまな方法のあることを理解させる。
徒手体操が固定的なものでなく，主運動の種類や季節，対象などによっ
て，さまざまな方法と形式が採用されてよいことを知らせると同時に，実
際にくふうさせたり，指導したりすることがよい。たとえば，冬季聞など
では，なわとびはこの好例であろう。
(3) 生活化させるようにする。
単に正課時だけでなしに，グラブ活動・自由時・校外における運動にも
とり入れられるように強調する。
34年度 (3) 13.5 
徒乎体燥を準備五llWJとして行う場合，つぎの運動をどんな順序で行ったらよい
か。もっとも適当な順序になるように，下の‘三コの中に，それぞれの巡動の番号
を書きし、れなさし‘。
1. からだを前後に曲げる巡動 2. からだを績に曲げる運動
円 tHl
3. ひざを由げ伸ばしする巡動 4.・胸をそらす運動
5. からだをa11げ回しする巡動 6. 頭を回す運動
3でふ
7. 腕を振る波動
口一口一口一口一回一口一口
1. 全身をひととおり運動させる場合における，徒手休操の基本的な順序に
ついての知識・理解を基礎にしてp 具体的な運動の順序を構成することのでき
る実際的な能力をみようとする。
2. この問題のねらいを果すためには， I ~7 の運動が身体のどの部位の運
動であるかを判断してp それを，主乏して生理的な理由にむすびつけ，どのよ
うに配列・構成したらよいかを考えることになろう。このためには，好ましい
順序についての原則的な知識・理解をもっていること，理想的な順序で構成さ
れている一連の休操に習熱していること，グループなどで一連の体操を作り出
した経験を持っていることなどが，きわめて有利な条件となるだろう〆
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さて，との問題の正答は，
イ 3→6→7→4→2→1→5¥ 
}いずれでもよい
ロ 3→7→6→4→2→l→5)
ハ 3→6→7→4) 
}までできたものにも点を与える
ニ 3→7→6→4)
となっているし，問題そのものも，さほどむずかしい内容とは思えないのに，
E答率は，はなはだしい低率を示し，大部分の者が解答不可能であったことを
表わしている。そこで，これらの原因をつぎに推測してみよう。
(1) 徒手休操実施の1贋序については，こうでなければならないという決定的
なものがある訳ではない。もし，しいて順序づけようとすれば，運動をす
ることによって起る身体の生理的な変化の過程に注目して，好ましい順序
をうち出すことになろう。従って，このような立場で考え，構成した順序
は，運動のねらいや対象の違いによって，さまざまな変化があってよいは
ずである。ところが， この問題
条件づけがあるのでで、，.IE答と して示したような順序が適切なものと考えら
れる。けれども，徒手体操実施の順序についての根本的な考え方が，この
問題の成績を左右するほど大きな影響を投げかけているに違いない。
(2ω) 指導の方法としては，上比ヒ較
数の考に行なわせようとする形態がとられ，生徒7たこちは，もっぱら受動的
・模式的に運動をしている場合が多い。また，時間的にも，準備運動や整
理運動として，ごく短時間の聞に行なわれがちで，徹底を欠くきらいが濃
い。このような傾向が支配的であったために，この問題のねらいを満たす
ことのできるような能力を身につけるのには，無理があったのであろう。
(3) 徒手体操そのものの性格に由来するのであろうが，合理的である反面，
形式にすぎて興味を伴ないにくい点があって，いきおい，関心も低く，理
解も薄れがちとなるのでなかろうか。
3. 
(1) 中学校期における生徒の身体的発達の特徴からみて，徒手体操の占める
意義一一特に，全身の調和的発達・内臓諾器官の機能の促進・柔軟な身体
の獲得・固癖の予防きょう正・正しい姿勢の維持などーーの大きいことに
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着百して，時間的にも，質的にもかなりの重みを持たせ，組織的・計画的
に指導する必要があるだろう。
(幼 一連の体換を構成させたり， 身につけさせたりして，絶えず生活の中に
活用させることによって，現在および将来の生活に起りやすい身体上の欠
陥を除去し，健康を地進するなどの問題を合理的に解決させることも，大
切な指導のねらいとなるであろう。
(3)快感之喜びをもって興味深く実施できるように，指導形式や技術・方法
にくふうをこらすことも忘れてならないであろう。 く体育実技の徒手体操
の項を参照されたい〉
ゆ) 徒手体操実施の順序については，→投的に次のようなものが原則的なも
のとして考えられているので，これを参考として指導するのがよいであろ
う。
イ 心臓から比較的遠い部分から始める。
ロ 気軽I乙行なわれて，しかも大筋群が含まれている郁分から始める。
ハ弱い運動から漸次強い運動に移る。
ニ 簡単な運動から漸次複雑な運動に移る。
ホ 部分的な運動から漸次総合的な運動に移る。
へ ひととおり身体各部の運動が終ってから，より強い運動を選んで，部
分的にまたは総合的に鍛練的効果を高める。
卜 激しい運動の次には軽い運動をはさんで，強度の調節をはかる。
チ姿勢きょう正に有効な運動を終りに加える。
30年度 (3J
つぎの女のく 〉の中に，それぞれもっとも適当なことばを書きなさい。
イ.陸上競技では，基従的な巡動能力のうち， 主としてく 〉く 〉
( )の三つの能力が養われる。 -4'-'ー
ロ.メνーポールの攻鍛には，三段I隊法の基本的なものとして，パスー-+(
〉ー→キルのやり方がある。
ハ.バスケットボー ルの試合では， く
ら除外される。
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〉固反則した競技者は，その試合か
エ. ~却を横に聞き， 手を阪にとり，体を前後に曲げる運動は c )の運動で
ある。 ー25.4一
点 「腕立てとび越しJで着地するときは，ひざを曲げてく 〕から着地し
た方がよL、。 -32.8一
1. 陸上競技・パレーボール ・バスケットポ戸ノレ ・徒手体操・とび箱運動に
ついて，実際的・基本的な知識・理解をみようとし具体的な経験をとおして
でなければ身につきに〈いような内容についての解答を要求している。
2. 中学校では， どこでも取り扱っていると思われる一般的な教材である
し，内容的にも基本的で平易なものなので，それぞれの成績が予想以上に悪い
ことは意外である。この問題を解くには，主として実際的な経験を手がかり左
しなければならないから，競技規則・用語・作戦，運動技能などを理解したり，
習熟していることが望ましい。従って，これらの理解・技能に欠けた単なる経
験によっては，満足な成績を収めることはむずかしいであろう。以下，このよ
うな立場から，個々の問題に触れてみよう。
(1) 陸上競技の基礎的運動能力として，どんなものをあげたらよいのかに迷
ったととであろう。特に，その視点が狭いために，多くの内容を持つ陸上
競技について，全体的な考察をしなかった場合には，r走Jr跳Jr投」
ということばが出てこなかったのでなかろうか。
(幼 パレーボ戸/レの問題では，実際の情景が表象イヒされたとしても，用語の
知識が伴なわないことが大きな困難点であろう。また，経験の欠除は論外
である。
(⑤ パスケットポーノレの試合における失格については知っているであろう
が，その条件である反則の回数が，他の運動ーーたとえば，陸上競技のス
タートにおける不正出発2回，走り高とびの3困などーーと混同し，明確
で、なかったことがあげられよラ。
ゆ徒手体操の問題では，生徒たちの形式的・模倣的に実施する態度から生
ずる原因が最も大きいものと思われる。またp 用語の知識が不足している
ために， r腰Jの運動とした者もあろう。
(5) とび箱運動の問題では，との種の運動を行なう場合には，いっぱんに，
， - 34-
助走・踏切・乎のつき ・空中姿勢については，やかましく言われるが，着
地はほとんど意に介されていないことが多いので， r足」から下りると答
えざるをえなかったものと思われるo
3. 
(1) その遼動に関する専門用語は，実際の指導において絶えず取り扱うよう
にし，黒板・テキスト ・ノート・体育簿などの活用をはかることが大切で
ある。
(幼 正式に近いノレーノレを適用して，ゲームを数多く行ない，試合の計画・運
営を自主的に行なわせることによって，ノレーノレ・作戦などの徹底をはかる
こともよいであろう。
(3) とび箱運動の指導にあたっては，健康・安全の立場からも，むしろ，
「下り方」の指導が優先するのでなかろうか。
参考として，体操競技の際の配点区分と，特に着地における観点と減点
規準をつぎに示す。
先 λ角_L
???????? ? ??
????
?
??
?
?
?
??
?
??
』? ? ? ?
、
-0. J -0.2 
-0.3 
l点 7点 +ーー2点→ 一0.5
-0.6邑u二
-1.0 
31年度 (4) 56.4 
メレーポールのゲー ム中I'C.，つぎのようなプν がー行・われた。このうちから反則
になるものを一つ選んで，その番号をOでかこみ，反則名を下のく 〉の中に省き
なさい。
1. ネッ トを越して手を出したが，ポールにさわらなかった。
2. ポールを打った後lζ，ネ.yトを越して手を出した。
3. 手がネットを越してポールにさわった。
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32年度 (2) 31>.1 
ある中学校における校内競技大会の反省会で，つぎのような話が出た。何のスポ
ーツについて謡をしているのか。く 〉の中に，そのスポーツ名古r書きなさい。
1. r A君が5回7Tウルをして退場させられなかったならば，ぼくらのチーム
は勝てたのにねえ。」……く 〉
ιん
2. rわたしが審判のとき，1点でチ忌γジコー トをするのを忘れ， 13点のとき
に気がついたのには，¥，、ささかあわてたわ。 j...... ( ) 
3. rB訟のピッチ々-N省1.，どうして一塁にけん制成を送ったのだろうね。
ともろ~.
ラジナ はー，ピッチャーの手からボールがはなれなければ，盗塁ができないの
にね。 j . .... ( ) 
1. 二つの問題はともに， 運動の規則についての正確な知識・理解をねらい
とするものであるが，いずれも具体的な場を設定し，ノレーJレの中核的なこと
をは握しているかどうかをみようとしており，特に， 32年度の問題では，1レー
ルから帰納的にその運動種目を判断させようとするもので，意欲的な出題形式
といえよう。
2. 31年度の問題では，ネットの上におけるボールと手との関係について，
規則がどのように適用されるかを知っていれば，解けるはずであるが，さらに
タッチ ・キノレ・ストップなどの関連する技能を身につけていることと，それら
の練習や，実際の試合を審判したことのある経験などが有利にはたらくであろ
う。
32年度の問題では，規則の中で，その逮動を決定づけるほどの核心的な条件
をみきわめることが3必要であると同時に，単に一つの運動に精通するだけでな
しに，他の運動と比較検討できるように、多くの運動についての知識・理解・
経験を持っていることが不可欠であろう。
そこで，生徒にみられる困難点のおもなものとして，次のようなことがあげ
られるであろう。
(1) 両問題ともに，具体的なさ易商をイメージとして描くことのできないよう
な貧弱な経験。
(鉛 規則についての正確な知識・理解の不足。たとえば， 32年度の問題にお
いて，用語としての「ファウノレ lの意味がそれぞれの運動によって異なる
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場合があるので，この場合にはどのような意味で使われているのかを吟味
しなければならない3 このような弁別能力の不足もあろうし，女子の中に
は. iけん制球Jの意味がわからない者が多かったのでなかろうか。
(3) 簡易グ{ムあるいは略式ゲームなどによる規則を補正しないでいる場
令。 Tたことえば，正課時や校内競技
ムを行なつた場合に，正式の試合も15点であると思いこみやすい。
3. 運動の規則を理解させようとする場合には，いろいろな方法や立場があ
り，しかも.固定的なものがある訳ではないであろう。迷動の種類・ねらい・
生徒の発達段階などに応1.:-(，どんな方法や立場をとれば最も効果的であるか
を考えて，適切なものを採用することになろう。
パレーボーJレにおけるオーバーネットを正確に理解させるには，実際の運動
をとおしながら，ネットを基準にしてボ戸Jレと手の関係を，反則になる場合と
ならない場合について，具体的に指導することが望ましい。バスケットボール
の5ファウノレについては‘'他の運動の回数と対比したり，運動の種類によって
異なった意味で、復われている場合を指摘したり，ノミィオレ戸ションとの区別を
明確にして指導することが大切であろう。バレーボーノレの得点については，簡
e易グ{ムをしたら，忘れずに正規の規則による得点を指導しておかねばならな
い。ソフトポーノレの規則については，野球のJレーノレ之比較しながら，それと奥
なる点をとりあげて，確実に理解させるようにするのがよいであろう。
このためには，副読本・黒板・スライド ・フィノレムなどを活用したり，メモ
のとれる休育簿を持たせて常に利用させたり，生徒に審判をさせたりするのも
よいであろうし，説明のあとでは質問などによって，理解の程度をたしかめる
ことも肝要であろう。
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33年度 (2) a 50.4 bι32.2 
つぎのa.の問題は男子だけが答えなさし、。b.の問題は女子だけが答えなさい。
〈男子)a. 下の写真はバスケ yトボ ルーのゲーム中の一場面である。ポールを持
っているA君がB君へパスをする場合には，どのパスをするのがもっと
も適当であるか。下のl二二lの中から一つ選んで，その番号をOでかこ
みなさL、。 t写真中のA君・B君・ C君・ D君は問じチームのメyメー
である。〉
1. ショノvJ(ー パス
2. チェストパス
3. アシ〆ーハシドパ
ス
4. パウユノスパス
J日よヲ
(女子)b. r花とちょう」としづテーマ(主題〉で(舞踊を創作することになった。A
グループは『花」が目ざしをいっぱL、うけて咲きほこり.gえに吹かれて
雪tft，ζ
いる姿を.Bグループは「ち k う」になって.Aグループの表現と調和
するように，そのまわりをとびまわっている獲を表現したい。この場合，
Bグループはどのステヅプを基本として創作するのがもっともよいと思
うか。下のに二|の中から一つ選んで，その番号をOでかこみなさい。
1. ;;ー ・ステッ プ 2. ワJレツ ・ステップ | 
3. スキ yピyグ・λテ yプ 4. ウォーキyグ・ステップ | 
]. 具体的な場や創作をする場合において，運動の基礎技能をどのように選
択し，応用する能力があるかをみようとするもので，それぞれのパス，ステッ
プの性格と，その用途を原則的に理解していることが要求される。
2. aの問題では，A君がB君へパスを送る場合に，どのような条件が満た
されねばならないかを吟味し，それにもとづいて，あげられている四つのパス
のうちで， どれがもっとも適当で、あるかを判断することが思考の順序であろ
う。それには，四つのパスの特質・用途について，理論的には握していること
が不可欠であり， (練習や〉ゲームにおいて，それぞれのパスを麗使すること
のできる技能を身につけていることが望ましい。
-38ー
bの問題では.aの問題と同様に，それぞれ四つのステップの特質・用途に
ついての基本的な理解を持つことによって，音と結びつけて捕きだしたその場
面にふさわしいステッフ"を選び出すことになろうが，女子の実技種目であるダ
ンスの学習をとおして，これら四つの基礎ステップを身につけていることが望
ましい。
この問題を解くにあたってのおもな困難点tま，つぎのよ うなものでなかろう
か。
(1) aの問題について
イ 写真のでをがよくない。 c立体感に乏しい〉
ロ 他のパスに比べて，パウンスパス (BOlillcePass)そのものを知ら
ない者が多いと恩われる。
ハ 四つのパスの特質・効用について，理論的な理解が欠けている。
ω bの問題について
イ 音と直結しないので， 四つのステップが全部とびまわる表現を可能に
するとも考えられる。
ロ それぞれのステップについて，理論的な理解が欠けている。
3. 運動技能を指導する場合には.その手順として一定の国定化された指導
形式がある之は言えないが，オF ソ下ックスなものとして，分習(基礎技能〉
ー→全習(応用技能 ・試合〉の形態がとられ，基礎技能の学習の過程において
も，形式的に一定の型を追う行き方がとられやすい。それはそれとしてなんら
問題とされないかもしれないが，いわゆる M随伴学習"などの学習形態をとる
ことなしに一一理論的な裏づけを与えることなしに一一経過されやすい。この
ような指導の結果からは，この問題の要求するように，パスやステップを選び
出すことのできるような能力は身についてこないであろう。
もともと，パスやステッフ・は，それらの運動の目的や必要によって作られ，
考え出されたものであるから，適切な場面に活用される之きに最も効巣的であ
るということができる。特に， バスケットボ~Jレのように，瞬間的に機敏な判
断によってパスを選択し，使い分けることのできる技能を身につけることt士，
容易なことではない。従って，とれらの技能は，かなり，ドリノレ式な練習をお
-3守一
のずから必要とすることになる。
基礎投能は，実際の場面や試合において，正しく，効果的に活用されて，は
じめて生きたものとなるのであるから，断続的なものと，して終らせるのでな4
て，その練習の後には，総合的な場を設定して，その技能の活用を練ることが
大切であろう。たとえば，パスケットポーJレでは，各種の基本的なパスの練習
l × l l o l ……l 図2のよo I I 0 I o x 0 I I I うな体形で，パスのみを用いた攻防 動
I I X I 
0 o I I 0 0 | 作を練習させ，パスの効用を体験させる
図 1・ 図 2 と同時に， イングーセプトの技能をあわ
せ養なうようなことが，この例となるであろう。
34年度 (2) A 39.0 B 38.1 
つぎの運動態自について，もっともよくあてはまるものを.A群~ B群からそれ
ぞれ一つずつ選んで，その番号を空欄に書きいれなさい。
群
陸 上 競 技
メスケ y トポー ノレ A 
パ v ーポール
群
1. 同一人がボールを続けて三度だけパスできる。
B I 2. ボールを持って三歩まであるくことができる。
3. 続いて三回バーを落せば，失格となる。
1. 急スタート ・急ストヅ
プなどのできる倣しょう
さ
2. 正確にボールを投げた
り，けヲたりすることの
できる能力
3. 柔軟で，自由な表現の
できる録用さ
4. 瞬間的に最大限の力を
発揮する筋肉の働き
5. ス~"ードを殺してポー
2レを処複する能力
6. 安定を保ちにくいとこ
ろで，メラyスを保つ能
力
4. プv-中に，からだのどんな部分でもネ、y トにさわってはいけなし、。
群I5. 予選と決勝の入の順序は，変えてはいけない。
6. 両足同時に停止した場合，どちらの足を[岡!として動いてもよい。
-If.Oー
]. 陸上競技・パスケットポF ノレ ・ バレーボ~/レについて，それぞれの運動
がどのような要素によって構成されているのかを分析する能力じそれらの運
動の規則を弁別することのできる知識・理解をみようとするものである。
2. この問題において，解答を要求されている運動種目については，中学校
ではどこでも笑施していると恩われる一般的なものであるが，紛れ肢として感
られている内容は，野球・サッカー ・巧技・体操・グンスなどと多岐にわたっ
ているので，各運動についての概念や規則について，明確な理解をしているこ
とが望ましい。また， 陸上競技については，その内容が走・跳 ・投左広般にわ
たっているので，これらのうちのどの商をとれどの種目であるかを判断する
必要がある。
ところで，この問題を解答するにあたって，生徒の困難点のおもなものは，
つぎのようなことで、なかったかと想像される。
(1) A・B群ともに，それぞれ三つの解答がそろわなければ正答とならな
し、。
(鉛 解答にあたっては，それぞれの運動種目に「もっともよ くあてはまるJ
ものという条件がついているのに，それを無視するかあるいは，内容的に
順序づけることができなかった。
たとえば.A群についてみると，紛れ肢である2，3， 6の項目は内容
的に異質で‘あるから，これらに惑わされることはなかったものと思われる
が，正答である項目 1，4， 5の中で4と5の内容が互いに，他の運動と
関遅しているので，これらをどの種，白と結びつけるかということでとまど
ったのでなかろうか。この際に，もっともよりどころとなるのが，解答に
あたっての条件で司ある。
(3) 正確な知識・理解・く技能〉が身についていなし、。特に，B群の成績を
みると，このことが強く感ぜられる。 B群の正答となる項目は3，4， 6 
であるが，これらはそれぞれの運動の基本的な規定で為って，比較的容易
に選択できるものと恩われるのに，正答率では意外に低調でおる。これは
紛れ肢である項目 1，2， 5に惑わされるようなあいまいな理解をしてい
る結果であろう。
3. 
-4/ー
1) それぞれの運動が構成されている基本的な運動要素をはっきりと押さ
え， それらを満たすための基礎技能を身につけさせることができるよう
に，組織的・計画的な指導が要望される。
このためには，その手法として，教師が一方的に生徒に与えることより
は，生徒自身が考え，気づき，確認することのできるようにくふうをする
こ主も大切でなかろうか。また，設定した一つ一つの指導段階のねらいが
じ唖うぶんに達成されるように配慮、し，基礎技能を積み重ねる努力を忘れ
てならないものと思われる。生徒の心情や安易な気持から，グームのみに
はしる傾向を=ン トロールする必要があるのでなかろうか。
(お 運動の規則を正確に理解させるためには，行動をとおした具体的な場面
において取り扱うことが望ましい。-具体的な場面と結びつかないような漠
然とした記憶のしかたや，運動と切り離れた丸暗記をするために，他の遂
動のそれと混乱を生じたり，はっきりした弁別がつきにくい結果となるの
でなかろうか。
E体育理論
領域の概観
1. 出題された内容について
休育理論の指導において，その学習内容をどのようにおさえるか，というこ
とについて「学習指導要領」一一昭和26年一ーでは，次のとおり参考となるよ
うに，目的や内容を示している。
体育理論は体育の真の価値をよく理解させ，これを家庭生活や社会生活に役
だたせるとともに体育思想を深め，教義を高めるものである。また体育理論を
ただ理論として理解させるだけでなしこれを笑際運動に生かして，いっそう
合理的・科学的に体育の効果を収め，なお将来における健康生活設計の基礎に
役だたせようとするためのものである。
次に掲げるものは，その計画を進める場合に参考となろう。
(1)体育史 ω休育の目標 .(3) レク リzーション
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(生)家庭体育 (5) 運動衛生 (6) 国際競技
出題されたものをみると
体育史に関するもの2，競技会運営に関するもの2，集団行動に関するもの
2 ，レク Y ;r. ~ ションに関するもの 1 ， 国際競技に関するもの!
となっており，分類の仕方にもよるが，指導要領に準拠しながら，かなり広
範な面におよんでいることがわかる。
なお，改訂学習指導要領では，次のように示しているので，参考までにあげ
ておく。
第 1学年 (1) 運動種目の特性と選択
(お練習の重要性と棟習に関する諸条件
第 2学年 (1) 運動の身体的効果
(め運動の精神的効果
第 3学年 (1) 競技会
(2) 生活と運動によるレクリェーション
2. 問題の形式とねらい
問題の形式では，
完成形式 1，組合せ形式2，多肢選択形式5
之なっており，多肢選択形式のうち 3聞は言語的記憶やごく一般的な知識を
みようとしているしP 組合せ形式2問も事実的な知識をねらい，理解とか判断
とか推理の能力をみようとする問題が少ない。
3. 領域内のプ口フィー )(..
体操とそねに関係の深い人
各国/)体育運動よ，実施の餅銭
近ft'lンピック開僻醐
校内筏校の審判員
')ーグ・ト ナーjントの試合回数
運動における服席の決め方
荷車の借用について
仕事のtかた
70 90% この領域での平均正答率は69.3%
で他の分野・領域に比べて，かなり
高率を示しているが，問題のねらい
と形式からもわかるように，知識を
みようとするものに傾ょった，やむ
を得ない影響であろう。
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31年度 (6) 41.8 
つぎのA群ともっとも関係の深いものを， B群の中から選んで，その番号を
く 〉の中に書きなさい。
A 群 B 群
a. ドイツ体操 く 〉 1. 百ソJf
b. スウェー デユ〆体操く コ 2. ニー ルス ・プッグ
C. デνマーク体操 〈 〉 3. ヤ-y
4. グー ベルタユ〆
1. 体育史上における体操，特にその発生と集成につくした申心的人物につ
いての知識・理解をみようとするもので，体育理論の内容としては，むしろ一
般的なものである。
2. 学習の内容として指導されるか，ゐるいは教科書・テキストなどに自を
とおして，知識として身につけていたかどうかによって，解答の可否が決まる
問題である。
時代的には，いずれも18一位紀後半から19世紀後半にかけて相ついで世に現わ
れたものであるから，その聞に大きなずれがないために，混同されやすいであ
ろう。人物としては，クーベノレグンが異質な存在であると気づいても，他の三
人についてよほど確実な理解をしていないと，次のまうに結びつかないであろ
う。
a. 下イツ体操とヤ戸ン b. スウェーデン休操とりング
C. ヂンマーク休操とエールス ・ブック
3. 三つの休操の特色や，その中心的人物名を教えるだけでなしに，それが
つくられた背景一一国家的・民候的・社会的ーーについて，社会科と関連づけ
立体的に理解させ，確実になるように指導する。
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30年度 (4) 90.2 
つぎの文の( )の中に，下の仁二|のうちからもっとも適当なものを一つ選ん
で，その番号を書きなさL、。
近代オリンピッ F大会は，フランスのクーベルタシの主唱によってはじめられ，
その後( )年目毎に行われることになった。
I 1 二年 2 三年 3 四年 4 五年|
1. 近代オリンピックの根本的な制度についての知識・理解をみようとする
ものであるが，あまりにも常識的(むしろ，常識以前ともいえよう〉なもので
さほど問題はないであろう。
32年度 (1 ) 37.2 
近代における体育運動は.19世紀初頭以来， ドイツ・スエーデユ/・イギリス・ア
L主主
メりカへと，それぞれ特色をあらわしながら発展してきた。それぞれの闘で特に奨
れい おも
励された体育運動をA群のうちから，また.それからが奨励された主な動機をB群
のうちから，それぞれ一つずつ選んで，その番号・と符号を下の表のさ主らんに書きな
さい。
CA群〕ー〈体育巡動) CB群〕ーく動機〉
1. 徒手体操 a. A玄志が強く自由を愛する市民をつくる。
ほ3
2. 器械体操 b. 解剖や生磁の理論に基いてりっぱな身体をつくる。
3. レグリェーショシ C. 背少年に健全な遊び場を与え，不良化を防ぐ。
4. スポーツ d. 強憾で愛国心に満ちた民族をつくる。
く国 民〉 群く体育運動〉 若干 (動 機〉
ワ
， 
ハ|イギリス
1. 各国において，休操・レタリェーション・スポーツが，それぞれの国の
民族性や社会的，思想的背景のもとに，どのように考えられ，発展してきたか
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についての総合的な知識・理解をみようとする。
2. この問題では，それぞれについての断片的な知識を，国民一一体育運動
一一動機と結びつけて，総合的にとらえさせようとする意図をもった味のある
出題形式であるが，設聞がやや複雑であるために，よほど慎重に処理しないと
ミスを招くおそれが多い。
動機の各項目に示された用語は，ほとんど教科書のとおりなので，教科書に
もとづいた体育史のまとまった知識を持っていれば，案外，簡単に解けるもの
と思われる。けれども，テキストくまとめ式〕などによるなまはんかな知識で
は，なかなか解きにくいであろうし，いわんや，学習内容としてとりあげられ
ていない場合は論外である。
3. 体育史についてのおもな単元を，西洋史などと関連づけて，かなりまと
まった深い内容について指導しておく必要があるだろう。
初年度 (4J 85.0 
つぎの文の( )中に.下の亡三lのうちからもっとも遜当なものを一つ選んで
その寄号を欝きなさし、。
中学校の体育グラプで競技会をひらくときは，その計・函や審判などはく 〉
がするのがよい。
2. 先室長 3. 先生
31年度 (5) 33.3 
つぎの交のく 〉の中に，試合回数を窃きなさい。
5チー ムで決勝戦まで試合唱t行うには， リーグ式の場合は試合回数が会部
aく コ回となり， トー ナメy ト式の場合は b( 〉固となる，
J. 二つの問題は，校内藤技会の計画・迷営について，その参画の意義をふ
まえ，どのような経験をし，また，笑際的な能力がどの程度であるかをみよう
とするものである。
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2. 校内競技のあり方については，割合に多くの者 (85.0%)が観念的に知
っているが，試合の組合せ方のような実際的な能力に欠ける者(66.7%)が多
い。この理由としては，つぎのようなことが推定される〆
(1)試合形式としてのリーグ・トーナメント型の特色を知らない。
(幼校内競技としての試合，あるいはその計画・遂営の経験に乏しし、。
3. 校内麓放は，発生の動機からみても，また，その目的なりねらいからみ
、ても，主として生徒の自主的な活動に期待する面が多い。けれども，その企画
・運営にあたっては，教育的原則に基づいて行なわれるべきであれ教師は，
それが公正に運営されるように指導管理し，適切な助言を与えることが特にた
いせつであ‘る。
ところで，この解答の結果からみると，次のようなことが指導上の留意点と
して指摘できるようである。
(1) より積極的に計画し実施するような体制をつくること。
校内競技では，すべての生維に対して試合の機会宏じp うぶんに与え，
しかもその対象を全学年や学校に拡大し，体力や個性に適するスポーツに
参加させて，学校生活をいっそう幸福なものとするとともに，健全なスポ
ーツを普及し， よい運動を行なう習慣を養な"'，1 生徒相互の栽和をはか
り，スポーツマンシッフ。の向上に資するなどのねらいがある。これらのね
らいは教科時の体育および対外競技のそれと共通する面がかなりあるが，
それらで満たすことのできない有効な薗を多分に含んでいる。ことに，生
徒の自発的な意志を尊重し， 自主的に適切な計画・運営がなされるとき
に，いっそう効果的であるといえよう。
そこで，校内競技の実施にあたっては，体育の全体計画の一環として取
り扱われねばならないことはいうまでもないが，大いに生徒の自主的活動
を奨励し，活躍できる場や組織宏整備して，学校ぐるみの体制をつくると
ともに，豊富にその機会が持てるようにすることが肝要であろう。
(鉛 試合を運営する笑際的・基本的な能力主しての試合の組み合せ方につい
ては，競技形式の多様性とともに，いろいろな方法があること と，それぞ
れの特色を明らかにし，その基本的なものについて，実際に組み合わさせ
_.: 1/.7 -
るようにする。それには，次のようなことが参考となるであろう。
ム試合回数算出の公式
ー?
?
??、 ??
?
ー
??
?
。 ッ。 、トーナメユ/ト=71-1
A 突際的な方法の一例Cl)ー グ〉
5 チームの型車会
ミミミミお
1~2 2....3 3→4 4→5 
1→3 ~→ 4 3→5 
1→4 2→5 
1沖 5
30年度 (4)
つぎの文の( )の中に，下の 仁二|のうちからもっ主も適当なものをーつ選ん
で，その番号を書きなさい。
νグリ ェ{ショ Yによって，日常の生活を明るく健康的なものにするために.仕
事をく 〉することによって，余暇をうみだすことがたいせつである。
1 1. I慎重に 2 計図的に 3 まじめに 4 迅速に l
1. 健全なレクリェーションが，人生において占める意義を理解し，その時
聞をうみだす実際方法としての生活の構えを，どのようにしたらよいかを問う
ものである。
2. レグ Hェーションに対する関心や認識の高まりが各方面にみられ，これ
が健全な普及 ・実施のなされるような休制となってきていることなどから，さ ・
して困難はないものと思われる。
3. 保健における，健康的な生活設計や，生活時間調査などと関連させて指
導することが効果的であると思う。
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雪5.0
33年度 (1 ) ィ 83./ ロ 88.7
集団行動について，つぎの問に答えなさい。
イ. A~ ラスは，生徒会の迩励会準備委員会によって割当てられた応援肢が，応
かん
般に不利であると考えて，隣りの父兄Jf&との交換を強く望んでいる。この希望
を実現するには.Aクラスは，どのような方法すとるのがもっともよいと思Lう
か。つぎのうちから}つ選んで.その番号をOでかこみなさい。
んだ
1. 当日の納までに撚示の立中L'を父兄f(Dのものと取りかえておくの
2. 場所の変更について体育主任の先生にお願いする。
士@
3. ~当日の~OJ ~ラスの代表が場所の変更につL、て父兄に頼む。
4. 準備~日長をよんできて場所の変更を要求する。
5. グラスの代表が準備袋員会に場所の変更について申し出る。
そう
l:>.巡励会の仮装符列に，ある家の荷主与を借りて使う昔十闘が.AグラスとBクラ
スとでかちあい，この荷車のことで両クラスの者が多数集まってし、し、争いをし
治・
ていた。そこに駆けつけたA~ラスの委員長としては，第ーにどのような処位
をするのがよいと』臥うか。つぎのうちから一つ選んで，その番号をOでかこみ
なさい。
1. A!lラスの人たちに，直ちにこの場を立ち去るように指示する。
2. AグラスのL、L、分をとおすように強く主張する。
3. 雨Fラスの代表のfil・し台いにまかせるようによびかける。
4. 直ちに先生のとこるへ知らせるために走って行く。
5. B ~ラスの人たちに，よくないことだからやめるようにと注訟をする。
J. 運動会に関連する事態において，問題場面を設定し，これらを集団行動
の立場で民主的 ・自主的に好ましい解決をするためには，どのような行動や態ー
度をとるべきであるかについての原則的な知識・理解をみようとするもので，
体育の目標である「社会性を育て，養なう J之L寸前からみれば，重要な内容
であろう。
2. 問題にみられるような場函において，集団としての希望や紛争を好まし
い形で達成したり，解決したりするような態度なり行動は，体育学習の結果と
して期待できると同時に，学校教育全体の目標之しても当然大きくとりあげね
ばならない。特に，社会科などの他教科や，生活指導の分野で強調している内
容である。この辺の事情が生徒に反映し，正答率にみられるようなよい成績と
なって表われたものと思われる。
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しかし，生徒たちの思、考や行動の背景となる思想の根底に，この問題の紛れ
肢にみられるような考え方がある場合には，正答を得ることは，もちろん不可
能である。すなわち，それらは
(1) 自己本位で，一方的である。(イの 1，ロの2，ロの5)
(2)不当な権威にたよる。 くイのむロの 4)
(3) 責任の所在を安易に転ーかする。(イの 3)
(必数で押し切る。(イの 4)
(5) 迎合主義。 くロの 1)
3.ー 学習の場や，身休活動をとおして育成される可能性を期待して，社会生
活に必要な態度や能力の向上をはかることを，体育の目標としてあげている。
ところで，体育においては，教科の特色として，この目標を達成するのにまこ
とにつごうのよい豊富な機会に恵まれ，具体的に行動をとおした経験によって，
獲得させることができるので，他教科に比較して，きわめて有効な存在である
という決定的な意識が，むしろ，過剰と思われるくらいに体育指導者の脇りに
植えつけられているようである。この結果として，tこだ運動をしさえすればお
のずから社会性やスポーツマソシップが身にっしというような安易な楽観主
義に陥いる傾向が生ずるものと，思われる。
ひるがえって，身体活動に焦点をすえ，本質的にその価値をみつめてみる
と，明らかに効果と認められる価値の可能性があると同時に，弊容の可能性も
また数えきれなし、。たとえば，他人の所有を侵害する， 歎ーまん動作によって裏
をかく，致命的なほどたたきなぐりつける，弱点をあばいて攻撃する，強烈な
優越感と劣等感，集団の孤立イヒと対立，健康や生命の脅威・・・・などがあげられ
る。従って，指導にあたっては，常にこのことを念頭において，管理や運営の
適切をはかるようにすることが大切である。
これがためには，身体活動の効果を規定する条件を多角的に究明することが
必要である。また，実際の指導においては，グループ学習的な抑態をとり，話
し合いを重視することなどが効果的な方法でなかろうか。このことによって，
生徒に，みずからの問題を発見し，これを民主的に解決するにはどうすればよ
いか，そして，その結果はどのようになったか，さらに，どんな修正を施せば
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よいのか，などを自主的に決めさせるようにくふうするのが肝要であろう。そ
れには，教師としては， (1)グJレーピングの方法， (2)グルー プの目的設定， (鈴全
体計画之グループの計画などについての綿密な計函，能率的な遂営，技術の系
統化などに関して，じ申うぶんな研究と努力を注がねばならないであろう。
-5/ー
体 育
?
技
領域の概観
1.趣旨
休育実設が進学学力検査に之りいれられたのは，昭和30年度からであるが，
その趣旨は，実践を重視する体育のような教科では，ペーパ戸テストだけでは
尽し切れない運動技能を，実技テストをとおしてみよう主するものでr 従来そ
れが等闘に附されていた点を是正し，中学校における保健体育の学習指導が正
常に行なわれることと，受験する生徒への保健的な配躍も考えられているよう
である。
2. 問題の内容
それぞれの年度において，二つの問題が課されているFが，内容的には次のと
おりである。
バスケットボーノレに関するもの 3，巧技に関するもの 3，徒手体操に関する
もの 1，バレーボーノレに関するもの 1，基礎的運動能力をみようとするもの
1，運動適性をみようとするもの i
このうち，男女によって異なる運動を課したもの !となっている。この内容
をみると，ペーパーテストにおける運動の領域で指摘したように，中学校で比
較的共通して取り扱われていると思われる教材に限定されているし，迷動技能
も基礎的な，または初歩的で簡易なもので，練習や実施にあたって危険を伴な
うような高度なもの宏除いている。
3. 評価の方法と問題のねらい
30年度から32年度までは，評定尺度が概括的に示されてはいるが，採点者の
主観的な判断に基づく評価法が採用されていた。ところが，33年度には，客観
的な評定尺度による評価がなされ，34年度には，全面的にこの傾向がうち出さ
れるに至った。
この両者にはそれぞれの特買があって，その軽重を軽々しく論ずることはし
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にくいけI'Lども，客観的な基準による方が，採点者の立場からは便利である。
しかし，問題作成の立場からすれば，並々ならぬ苦心と努力が払われるものと
恩われる。
さて，体育実技のねらいは，単に運動技能の程度をみることだけでよいので
あろうか。また，運動技能の程度をみるにしても，どのような観点や方法がよ
いのであろうか。というような根本的な問題を検討しは握することによって，
・学習指導上の参考となる部面があるのでなかろうか。体育実被では，中学校に
おける学習の結果として身につけられた能力をみようとすることが，基本的な
立場で為ろうから，そのねらいも，含められねばならない内容も，おのずから
はっきりするものと思われる。体育の目的なり，その目標からみて，体育学習
においては，単に生徒の運動技能を高めさせよ 7とすることが唯一のねらいで
はなくて，理解や態度，思考などの能力をも養なド向上させようとするのであ
るが，これらのうちで，知的な側面についてはぺーパーテス トでとらえること
ができるから，実技テストでは，態度を含めて技能を対象とすることになるで
あろう。ところが，態度は技能や理解，思考ーなどの諸能力を強力に方向づける
ほどの規定力を持ち，体育学習の重要な観点でありながら，それを簡単にとら
えることができにくいことから， 一応わく外とせざるを得ない現状のようであP
る。従って， このテストでは，運動技能を重点的にとりあげて実施しているも
のと思われる。
運動技能の程度をみようとする場合には，l1)中学校において学習したいろい
ろな運動を計画的・継続的に実施することによって養成されるような総合的な
運動技能をみること， (2)各運動の義本となっているような基礎技能を複合的な
形でみること， (3)各運動の特有な技能をみることなどが考えられる。乙れらに
ついて，問題形式に組み立てるのに(3)はきわめて容易であろうが，(1)と(おでは
かなりの困難が伴なうものと思われる。ことに，客観テストとする場合には，
その基準となる評定尺度を，県内において求めることができにくい事態も起き
ょうから，なおさらであろう。逐年的に(1)やωの傾向が強められているのでな
かろうか。しかし，受験者-にとっては，これらの問題はさほど苦になることで
はないであろう。要は，組織的・計画的な休育学習を，まじめに，継続して行
なっていればよいという結論になろう。
-53ー
1 30年度
( 1 )屈藤前転 〈マ'1ト〉 ω，0 
1. マット運動の初歩として，最も容易でしかも基本的な「前まわりJが，
スムーズにでき，技能の要点が正しくおさえられているかどうかをみようとし
たもので，連続動作ができることを要求している。
2. どんなまわり方がよいのか，また，手のつき方・押し方をどのようにす
ればよいのかを知らなかったり，頭をつけて回ったりするような，基礎技能を
身につけていない場合には，問題のねらいを満たすことはでさない。
3. 身体のメカニズムについての原則的な理解に立って，回転中の頭とから
だとの関係，乎の使い方などの合理性を強調し，運動を分析・批判・総合する
態度や能力を養ないながら，正しく，回数をかけて指導することが大切となる
であろう。
(2)パスケットポールのドリプル 60.0 
ト 本県では，最も普遍的でしかも共通的な種目であるバスケットポールの
要素としてのドリプノレについて，どの程度基礎的な処理能力があるかをみよう
としたもので， ドリプツレの効用と，そのノレーノレについて伊の知識・理解を持つと
とと，からだとポーノレが一体となり， しかも速く運ぶ下リプル ・抜く下リプJレ
.キープするドリプノレなどの技能ができることが望ましい。
2. いっぱんに，練習やか.らだの柔軟性が足りないために，ボーノレを上から
たたいたれボーノレから回を離すことができなくて，速さや方向をコントロー
ノレできないことが，主要な困難点であろう。
3. パスケットボ{ノレにおける基礎技能としてのパス ・シコッ ト・フットワ
ーク・ドリプJレの巧拙が，ゲームを大きく支配するものであることに着目し，
指導計画の進度や，ゲ{ムと技能との関連を絶えず考えて，それらが習熟でき
るまでに高める指導が必要なのであろう。生徒の奥味を重んずるあまり，試合
形式のみにはしって基礎技能を無視したり，あるいは軽視する行き方は，じ事
うぶん戒めるべきであろう。
また，ドリフツレの指導にあたっては，その技能の習熟をねらいたEがら，種類
とそれらの効果的な用途について，原則的な理解を与えることも忘れてならな
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いものと思われる。
][ 31 年度
( 1 )徒手体操 55.7 
イ.上下肢の運動
腕を前と上に振りながらかかとをあげ，膝を曲げ伸ばす。
ロ.体側の運動
足を側関して， )十腕を般から上にあげ，上体右d掛tにfUIげる。
ハ.背腹の迩動
足を側閲して.n掘を下型主し， 上体を前に曲げ.腕~[二にあげて，上体を後に曲
げる。
〈注〉各運動は16呼称間行う。但しイ"'，.へは述絞させない。
ト 徒手体操実施の要領が適切であるかどうか，また，それぞれの運動のね
らいをじ申うぶんに果しているかどうかをみようとする。
2， 問題のねらいを呆すためにはp それぞれの運動が，生理的にどのよ うな
根拠によって構成されているかを知っており，柔軟で力強く，しかもリズミカ
ルにできる運動の技能，まじめに，真剣に実施する態度などがz必要である。
問題についてみると，それぞれの部位の逮動と しては，簡単で容易な内容を
取り扱っているにもかかわらず，成就三容は必ずしも満足すべきものとは言えな
いよ うである。そこで，個々の運動を具体的に検討してみると，次のような比
較的基本と思われることが不じ申うぶんなために，望ましい結果となならなか
ったのでなかろうか。
(1)上下肢の運動では，腕がじ，うぶん伸ばされずに振られたり，肩関節の
可動範囲を極限まで動かさずにいいかげんであったり，上体が前にかがみ
すぎていたりすること。
(幼体側の運動では，足の位置が適切でなかったり，腕を横から上にあげる
際の腕の伸びと方向が悪いために，からだのねじれる欠陥。
(3) 背腹の運動では，開脚の足の位置が悪いことと，前後屈の不足。
3. 徒手体操を正しく指導するためには，体操そのものの本質をよくは握し
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これをよく理解することが重要である。もし，このことが明確でないと，単に
笑施しているというだけで，じ唖うぶんな指導ができないことになろう。生徒
は，努力の目標がわからないままに，いわれるとおりに手足を機械的に動かし
ているにすぎず，興味もわかないであろうし，その効果もあがらないことは当
然といえよう。
そこで，このような視点から二，三指導上の留意点に触れてみよう。
(1)ねらいを明確にする。
元来，徒手体操は合瑚切こ身体の発達を助長し，さらにこれを調和的に
発達させよう主いう意図を持ち，科学的基礎に立って人聞が考案したものh
であるから，個々の運動が何のために行なわれるのか，また，具体的なね
らいに応じてどんな運動を行なったらよいかなどをは握することは，比較
的容易な訳である。全体的に，また個別に体操そのものの本質なり，ねら
いをはっきりさせておかないと，行先のわからない旅行のように，いつま
でたっても目的地につけないで、あろう。
(2) 正しい要領で行う。
ねらいがはっきりしてくれば，それを果すための方法や要領がうまれて
くる。そして，それらに基づいて正しく実施することが，効果を高める上
で重要になってくるであろう。つぎに，問題に関係する一般的な点につい
てみると
イ 開脚の姿勢普通の開脚では，肩幅よりやや広目〈二足長~二足長
半〉にし，ひざを曲げて行なう場合には，それよりも一足長くらい広く
聞くのがよいだろう。
日 屈の運動 からだを横や前後に曲げる場合には，一般的に上の方から
曲げて下から起すよう}こする。
ハ腕の振動運動の終節によく曲がり，まわり，伸びるようにカを加え.
ねばならない。これが加力点(アクセンのである。
などが基本的なものであるが，生徒に正しい要領を笑施させ，じようず
にする近道は，単純で、原則的・基本的なものを数多く行なわせることで
あるし，その際，もっとも初めの段階では，動作をゆっくり行なわせる
一% 一
ことが肝要である。
(3) 形よりも動きを重視する。
運動におけるフ才ームとモーションは一体的な存在で，きり離すことの
できないものかもしれないが，指導の過程においては，モーションをフ 埼ー
ムに先行して取り扱うべきであろう。体操の莫のよさは，体擦を行なう者
がPズミカノレな動きに快J惑を覚えながら，楽しく実施することにあろう。
「動き」に重点をおいた指導によって，きらわれる形式的な体操から， 快
感を味わい，好かれる体操にしたいものである。
(2)巧 技 59.3 
イ.男子… ・腕立て閉脚とび越し(とび箱横〉
直立姿勢から助走して，両足で踏み切り，両手をついて膝を曲げてとび越し
着地したら直立姿勢となる。
ロ.女子 …腕立てとぴ上がり下り(とび1官級〉
直立姿勢から助走して，両手をつき， 両足で踏み切って台上にとび上がる。お
りるときは，腕を績にあげてiiJ上)J"に高くとび，着地したら直立姿勢となる。
1. 巧技における跳躍型の運動の中では，両者ともに簡単なものであるが，
それについて，技能の程度をみようとするもので，助走~着地の一連の動きを
評価の対象としている。
2. とび箱運動の中でr 腕立てとび越しの形式が最も代表的で，障害物を，
助走と関連する足の跳躍カに腕のカを参与させ，高く，遠く，正しく，美しく
をモットーにして，全身的な器用さを育成しようとするものである。そして，
この運動は助走・踏切・空中でとび箱?と腕をつく勤作・着地に分けることがで
きるが，いずれも個々に独立したものでなく，一つの運動の流れの中の部分で
あるから，それぞれの動作が，調和のとれた婆で‘行なわれねばならない。
(1) I腕立て閉脚とび越し」について
技能を最高度に発揮させる・ためには，前述の各動作についてのカの配分
を適切にすることと， とび箱の高さもじ申うぶん考慮にいれねばならな
し、。
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検査場には，少なくとも高低二撮のとび箱が用意されていたものと思わ
れるが，その選定が不適当であったために，思わぬ失敗をしたものもあろ
う。高いものを選んだ場合よりも，むしろ低いとび箱で失敗したのでなか
ろうか。
(2) r腕立てとび上がり下りJについて
助走・踏切り ・腕のつっぱり ・台上にあがっての跳躍・着地の一連の動
作が， リズミカノレに何のとどとおりもなくできることが最大のねらいと思
われる。ところが，それぞれの動作の結合にもたつきがみられ，不成績の
原因となったものと思われる。
3. とび箱運動の指導にあたっては.その教材について，指導の段階を綿密
に検討して立案することがまず必要である3 その上で，きわめて平易なものか
ら次第に高度なものへと移りながら，その過程においては，ドリ Jレ・観察・示
範 ・話し合いなどの学習を適度にさしはさみ，キネシオロターの立場に立って
合理的・科学的に考えたり，見たり，行なったりする態度を主義なうように努め
る。いままでできなかった技能が身についたときのよろこびは，なにものにも
かえがたい味わいを，生徒にも，教師にも与えるととであろう。
一つ一つ積み重ねられる技能の累積によって，身体の器用さ ・正常な発育の
促進，知的・社会的発達，自信・積根性の向上を促すなど，大きな未IJ点となろ
目 32年度
( 1 )パスケ・7トボー ルにおけるドリプルとシュ トーの連続動作 83.5 
受検者。
採点者也
補助者.
?
?
???
?
AまたはBの位置から，ドリプルしてシ$
ートする。
• • 
(ポー ルはもすニせておく〉
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1. パスケットボ~lレで必要とする技能の中で，基礎技能としてのドリブJレ
とショットの連続動作である応用技能の程度をみようとするもので，ドリブノレ
から適当なグイミングをとらえてステップを踏み，レイアップショットをする
ことができるかどうかをねらいとしている。
2. 巧みにボーノレを処理する能力，好機をとらえてシッョ トすることのでき
る器用さ，スピ，ードなどが要求されるが，ショットの成功・不成功が罰0ffiiの対・
象とされなかったので，比較的に容易な内容であったと思われる。しかし，女
子にとっては学習経験が乏しいために， かなりの困難があったものと思Jわれ
る。
3. ドリフ勺レやショットなどの基礎技能(指導の要点 :30年度〉の学習の上
に立づて，系統的な取扱いを考慮することが望ましい。このために，その指導
段階として，ランユングパス・ラン=ングショァトなどのドリノレによって，ボ
ーJレを手から離すグイミングをつかませてからはいるのも一つの方法であろ
う。
ところで，ランニングショットのステップを踏めないという声を聞くが，次
のような指導段階によると，比較的早く解決できるようである。参考までにあ
げておこう。
図 ，• 
(0 。 。。 。 。。 。 。
(所定線)
。 。 。。 。 。。 。 。
図 2.
(~ ~ ~ 
I I 
I 
I I I 
~ ~ ~ 
(1) 図lのような体形で，
ボ{ノレを用いずに所定の
場所〈線をひいておく と
はっきりする〉で，ホッ
プ・ステ γ プ・ジャンプ
をさせる。
(お図2のように，所定の
場所にボーノレを持ってい
る人から，三子でボーノレを
とりながらステップを踏ませると同時に，ジャンプに移らせるが，デャン
プの時に空間の姿勢を助言する。
(3) 所定の揚所でポーノレを手で持っている者が，早目にボーノレを手から離し
てやる。
。 ，??
{必 ゴ戸Jレに向かつて(1)，ω，(3)の順序を経てから，実際にシュ{トをさせ
る。
基礎技能や初歩的や応用技能の学習では，施設・設備の影響によって，
理想的な場とすることができにくい場合もあろうが，人数に応じて適切な
散のポ~lレを設えて能率をあげることや，競技的な取扱いをすることによ
って，興味を高めながら指導することが望ましい。
(2 )短なわとびにおける前方回旋腕交互交叉とぴ
(jmi足とび.駈歩主びのいずれでもよい。〉
29.3 
普通の前方図旋をI回とび，絞いてなわがE瓦上から体の前方を通る時に両腕を体
の前で交叉し，腕を交叉したままでなわをまわしながらなわをとぶ。つぎになわが
頭上から体の前方を巡る時に，両腕の交叉を自然に解いて体側に聞き，普通のがj方
回旋とぴをl回行い.続いてまた腕交叉とびを行う。
くー l耳|旋ー 跳悩， 一凶線三跳躍のし、ずれでもよい。 〉
1. iあやとび」 ができるかできないか，そしてその技能の程度がどのよう
であるかをみよう とするもので， iあやとぴJの技能の要点一一腕をからだの
前で確実に交さし，手首のスナップを巧みにきかして，なわをたるませるとと
なく りズミカノレに回す一ーさと身につけていることが要求される。
2. rなわとびJことに 「為やとび」を知らなかったり，その技能の要点を
身につけていない場合には，問題のねらいを満たすこ 之のできないのは言うま
でもないが，このよ うな巧ち性を必要とする運動では，何かの機会においてマ
スターした経験があれば，案外にうまくできるものである。この問題の成就率
が非常に低いことからみて，大部分の者が経験を持たなかったといえるのでな
かろうか。
3. 生活における安全や能率の面で，器用さを身につけることはきわめて大
切な意味をもっている。そして，このような能力は，他の基礎的運動能力に比
べて，割合に早い時期において発達するといわれているので，その好期を捕え
て的確な指導をすることが肝要である。なかでも， iなわとび」は全身の器用
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さを養なうこ之のできる好個の運動といえる上に，各種運動の準備・補強運動
として行なうこともできるし， レクリ ェーションとして手軽にできる利点を持
ち，運動の生活化をはかるには，まことに適当な運動であるから，是非学習さ
せたいたのである。
阻
(1) 「なわとび jの指導にらたっては，基礎的な事項として，なわの長さ ・
重さが不適当な場合には，その技能に重大な影響のあることを知らせる と
同時に， 基本的な姿勢・なわの回し方， りズムとの関係などについて，実
践をとおしながら理解させるようにする。
(2) 運動を行なう場合の原則である一単純より複雑へJ， 「容易なものよりむ
ずかしいものへ」移行する訳であるが，常に，他(チ戸ムまたは個人〉と
の比較をさせるようにし，自・他の長所や欠陥をみつけだしてくふうをこ
(3) 
らすように指導するのがよいであろう。
冬季閣の準備運動として教科時に取り扱ったり，
として指導することも効果的でおろう。
33 年 度
( 1 )ジグザグ・ ランニング
クラブ活動の補強運動
69.7 
下図のジグザグ・ラシニシグで，20秒間にどれだけ走れるか。 (Aから出発して
矢印の方向にできるだけ早く走る。〉
ー ー• 
6ー 
• ロ
4主主4l-
{判定)
却時品
(出発令図〕
記録者
jt~-}レ施
ーも!ー
1. 基礎的運動技能として，疾走を含む敏しょう性について，客観的な評定
尺度により総合的には援しようとするもので，運動技能のスキルテストとして
は従来にみられない傾向官、ある。
2. 短時聞に比較的短い距離をできるだけ早く走りとおすことと，直角に近
い角度ですばやく方向変換をすることのできる足の踏みかえに必要とする身体
支配能力・持久力などが要求され，技能的には短距離走法，球技などに必要な
フットワークの技能を身につけていることが肝要である。
3. このような問題は，体育におけるそれぞれの運動と直接の関係がts:.いよ
うに思えるので，格別に運動の学習を必要としないのではないか，などと断定
をくだすのは平計であろう。このテストの構成されている内容やねらいからわ
かるように，各種運動の基本的な要素が数多く盛りこまれているし，ことにこ
のテストに満足すべき成果を収めるためには，かなり熟練された技能を身につ
けていなければならない。
従って，このように総合的・統括的な問題に処するには，なによりも計画的
・組織的な体育学習によって，各種運動の基礎技能をみっちり身につけさせ，
継続して運動を行なわせることが特に大切である。
(2) バレーポールにおけ~連続正面パス
:巴
ゴ2U;株長調昔〔判定抗告年)計時若補助走
47.6 
メレーポールにおける正岡パ
スが連続してを ~5 回以上でき
るか。くポー ルが(イ)のわく外へ
出ないように，加)の位詮からは
じめて.正面ノfスを述絞して行
う。〉
1. パレF ボ{ノレの基礎放能としての正面パスが正確に，しかも連続してで
きるかどうかをみようとするものである。
2. 壁面くあるいは板〉の一定区画の中へ確実にボーノレを送り，そのはねか
一位一
えりをとらえてパスを続けるためには，lE確さ・強さなどを伴なったボーJレの
処理能力と，ボーノレの動きに対応するすばやい位置のとり方などの技能が要求
される。従って，パスの基礎技能に習熟していることと，パスについてのノレー
Jレ〈ホールデング・ずリプノレなど〉の知識・理解を持つことが望ましい。
ところで，バレーポーノレに必要とされる技能の中で.正面パスは最も基本的
なもので為るから，学習の初期の段階でじ伊うぶんに練習を積んでいると恩わ
れるのに，このテストの成就率からみると，大部分の者(52.4%)が不じ申う
ぶんな結果を示しているので，体育学習の内容として学習していなかったので、
ないかと疑われるほどである。しかし，一定の区両の中へのパスを連続させる
ことには.かなり高度な技能が必要で‘あり，区画をそれるもの，連続できない
もの，ホーノレデングを犯しているものなど，つまずきの例と言えよう。また，
パスそのものi:t;当然人聞を対象として行なうのが普通であるから，壁画くあ
るいは板〉に対して行なった経験のなし、ことも.不成績の原因であろう。
3. パレーボーノレは，休育学習の内容として中学校ではじめて取り扱かわれ
るものであるが，この年代の男子の生徒には心理的にきらわれる傾向があるよ
うであるし，やさしそうでかなり高度な技能を必要とする運動でもあるため
に，この指導にあたっては，綿密な計画とくふうとが特に必要であろう。
(1) 導入や指導の初期の段階において，ことに大切と思われることは，数多
くボーノレにふれさせることである。簡単なノレーノレによる略式ゲームでも，
円陣パスでも，ボーノレに対する人数が多すぎることは禁物である。その試
合や練習の聞に，全然ボーノレに触れることのできないものがあったわポ
ジションによって活動が制限されたりするので，いきおい興味も関心もわ
かない者がでてくるであろう。
そこで，このようなことな防いで，バレーポF ノレに対・する意欲を高めさ
せるためにp つぎのような試みをするのはどうであろうか。たとえば，導
入の段階において，まずパレーポーJレの全体的なは握をねらいとして略式
ゲ{ムを行なわせる場合に，チームの人数を5-6名にし，ネットも綱を
代用させ，コートも狭く，ボーJレを味方のコートでおとさないようにする
といったきわめて簡易な規則で行なわせてみる。おそらく熱中した珍プレ
{が続出することで為ろう。とこから，さまざまな問題がひきだされ，次
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第に修正され，あるいは個々に抜き出して練習を積む必要にせまられるの
でなかろうか。
(訟 基礎技能としての正面パスの指導では，基本的なことを理論的に解明し，
グループ内での相互研究や他との比較によって技能の向上に努めさせと同
時に， 競技的な取扱いなどによって興味深く学習させるようにしたい。
(8) 技能の要点としては，手の構え・位置・使い方，ポ{ノレに対するからだ
の移動を重点として強調し手だけでなしに全身を協応させてのパスがで
きるよ うに指導する。 その練習形態も技能の程度によって，さまざま仕も
のを採用させたがよい。たとえば，それには，つぎのようなものが参考と
なるであろう。
。 EL EZ't ?ρρ 
Q ρ f縦
0・ 。-0 Q..k-.，....~ .'・" 9 A・E ち
σO '0 d，も (扇形，マス)6 
(円陣パス〉 (固定・移動〉。‘..，..-0( 2人パス)
. V 34 年度
【1)サイド・ステ'lプ 31t，2 
下凶のように床にひいた平行線を越えて，左右へ交互にサイ1:.ステップし，10 
秒間に何回できるかを調べる。
5cm. 
++ 
∞ -一一.句ー・ーー-----
Scm. 
令+
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1. 瞬発動力 ・敏しょう性・身体支配能力などの基礎技能を総合的に判定し
ようとするもので，迷宮りj適性をみるによいテストとされている。
2. 結果的にみて，規準としての評定尺度が妥当で、あったかどうかは，成就
率の低いことから疑問セあるが，客観的i亡評価できる点や，さして控聞を必要
とせず，同時にかなりの人数に実施できるなど僧祉の利点も多い。
テス トそのものは，キュアトン(QuretonT. K.)の創案じた方法に若干の修
正を加えてあるので.困難度が高くなったきらいがある。運動能力としては，
瞬間的に絶えず左右に移動するために必要なダイナミ ックな筋力・巧みに身体
をコン ト ロ ~lレする支配能力 ・ 鋭敏でしかもリズミックな感覚が要求される。
ところが，実施にあたって，いたずらに過果張に陥り，もてる力をじゅうぶん
に出しきlれないで終ったものもあろうし，方法的に誤りを犯したものもあろ
う。
3. この問題では，身体適性の因子としての運動適性のー函をとらえようと
しているのであるが，まず，これらの概念を明確には握して，そこから指導の
方向を導びき出したい。
(1) 身体適性
このことばが一般に用いられるようになったのは，第二次大戦中からで
それは，主として兵土の軍務や激しい活動に対すーる身体的適応能力という
意味であった。戦後これが体育界において使用されるようになり，身体適
性を高めることが，体育の重要な目標の一つであると考えられてきた。そ
してそれは，病気にかかっていない之か， 健康診断にパスする程度でな
く，よい繍 ・よい聴覚・よい視覚 .IE常な知能をもっていることと，身体
支配の能力がすぐれていること，持久的な作業を能率を下げないでやれる
能力を含み，一定の水準を念頭においた体力という意味をもっている。
ω 運動適性
身体適性の主要な一つの領域であって，運動に対する適応能力をいい，
一般運動能力，'基礎運動能力などに相当するものである。クラークCH.
L. Clarke)は，これを定義づけ次のように述べている。「運動適性は，
激しい身体活動の基礎になっている要素が強調された運動能力の限定され
たー 商で、あり，筋力 ・速度・敏しょう性・持久性・動力を含んだ運動要因
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の総合的なもの。」また，キュアトンは， r平衡性・柔軟性・敏しょう性
・筋力 ・動力 ・持久性の6要因を強調した運動能力のー商である。 J之し
ている。
そこで，この能力を構成している因子を分析して，それぞれについて検
査することによって，各個人の運動能力の特質を明らかにし，どの蘭がす
ぐれ，どの面が劣っているかを診断したり，ある活動に対する個人の将来
への潜在的な可能性を予診すること含めざして行なわれるのが，運動適性
検査である。
この検蚕の一つである「サイド ・ステップ」は，運動適性の迷動要因を
ほとんど洩らさず含んでいる代表的なものであることがわかるであろう。
(3) 与んとのことによって， rサイド・ステ、yプ」そのものの体育における位
置づけや価値がある程度はっきりし，指導の方向がつぎのようにうち出さ
れるようである。
イ 迷動適性としての総合された運動能力は，各種の遂動を継続的に，活
ばつに学習することによって養成され，特こ遂動のスキノレ学習をとおし
てしだいに高められることはいうまでもないであろう。この問題では，
短距離走・跳躍運動・球技におけるフットワ戸ク ・特に器械運動などの
技能が累積されることによって，好ましい成巣を収めることがでぎるで
あろう。
ロ 短時間に最大の力を発揮させるためには，鞠ムりラクゼーション
(relaxation)の必要であることを強調しなければならない。それは，
このような運動では，筋の持抗関係がうまくいっているかどうか，カ学
的に能率的か，心理的に無理がないかなどの諸条件が充足され'.しかも
それらが相互関連的に協応しあっているからである。
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(2)ポール投伊越し 37.2 
ドリプルをし，ポールを投げ上げ，下図のように張った綱を越えさせ，ポールが
床に落ちない問に反対側でこれを持Iiえ，再びドリフ勺しをし，ボー ル投げ越しが30秒
間に何回できるかを調べる。
5'1:¥. 
1. このテストはu敏しょう性・持久力・筋力・正確度などの運動能力を総
合的にみようとするもので，バスケットボーノレにおける，早く運ぶドリプノレ ・
ドリフツレをしながらの方向変換・正確な投げ上げと捕球などの技能と， ドリプ
ノレやキャリングボーノレに関するノレ pー ノレの知識・理解，機敏で慎重な態度が要求
される。
2. このテストでは，問題のねらいで示したように，主主してバスケットボ
ーノレに関する技能を，限定された時間内で、じ申うぶん発揮しなければならない
が，結果は必ずしも満足すべきものではない。このおもな理由は，次のような
ものでなかろうか。
(1) このテストに使用されたポーノレは，ゴム製6号であるから，今まで使い
なれたものより大きし重いボーノレに大きな抵抗を感じたであろうし，女
子では，この感が特に強い。
評定尺度を設定するにあたって，この辺の事情が軽視されたために，お
そらく成就率に影響したものと思われる。
凶 ボー ノレを空中に投げ上げ，すばやくからだを前方に移動して，落下する
ボ{ノレを捕えるような技能を特別に必要とする運動についての経験が乏し
いことと，慎重さを欠いたための失敗ややりなおし，致命的なもたつきな
どが，原則的に一回だけの実施で為るから，重大なつまずきの原因となっ
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たで、あろう。
3. この問題のように，運動能力がいろいろの割合で関係し，統合された運
動技能をみようとするテス トを賦課することから，客観テストそのものの指導
や研究に専念する弊害をひきおこし，体育本来の目的を阻害する結果となるの
でないか，という意向があるように思えるが，それは，まことに皮相的な観察
に基づくものと言わねばならない。
なぜなれば，このテストを構造的に分析してみると，前述のように基礎・応
用技能が多分にとりいれられて構成されていることに気づくはずである。従っ
て，テス トそのものの指導をすることよりは，むしろ，基本的な運動について
組織的・系統的に指導することが先決である，という結論がうまれるようであ
る。もちろん，学習効果の判定や，運動適性検査などのために，客観テストを
研究し実施することについて，異論をさしはさむ意味では毛頭ないばかりでな
く，大いに研究やその笑施を望んでやまない。
そこで，このテストでは，ノミスケットボーJレにおけるドリプル・フッ トワ戸
ク・捕球とドリプノレの結合などの按能と，基本的には短距離走を，それぞれの
学習内容において指導しておくことが大切であると思われる。
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あとが き
保健体育科の 「学力」は，どのようなものなのか，その構造はどのようにな
っており，どのように形成されていくものなのか，という根本的な問題を解明
し，それらをじ叩うぶんに身につけさせることのできる学習指導は，どのよう
になさるべきなのか。このような「学力主学習指導の関係」をラ克明するこ之は
容易になし得ることではないであろう。けれども，この研究において，ひとつ
の手がかりをつかむことができたように思えるので，今後さらに，実証的研究
を積み重ねて，この問題を究明していきたいものである。
この研究の「学力検査と学習指導」に関する部分は，下記の諸氏との共同研
究である。
新潟県立新潟高等学校教諭 小黒英作
新潟大学教育学部附属新潟中学校〈前新潟南高校〉教諭 島 文次郎
弱行潟市立二禁中学校教諭 菊池信夫
新潟市立関屋中学校教諭 太田 正
新潟市立鳥屋野中学校教諭 湧井広作
また，教育庁保健体育課岡田正美，五十嵐叉七指導主事にも検討してい
ただいた。よいこ，深甚な語憶を表する。
この研究を主として担当し，執筆した者は三善信ーである。
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